
第
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ル
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A
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A
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て
ー
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第二次大戦直後のアメリカリベラル（島田）

門
要
約
】
　
過
去
一
〇
余
年
、
大
戦
直
後
の
ア
メ
リ
カ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
運
動
史
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
多
く
は
冷
戦
進
行
に
伴
う
リ
ベ
ラ
ル
の
左
右
対
立

激
化
の
中
で
葬
ら
れ
た
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
進
歩
党
運
動
あ
る
い
は
そ
の
福
祉
国
家
論
や
平
和
共
存
外
交
の
復
権
を
図
り
、
冷
戦
推
進
派
リ
ベ
ラ
ル
の
急
進
的

精
神
喪
失
を
指
弾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
乱
雲
は
逆
に
、
四
七
年
以
後
、
新
た
な
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
運
動
の
中
心
と
な
る
A
D
A
の
成
立
の
背
景
と
意
味
を

第
二
次
大
戦
直
後
の
「
再
転
換
」
期
の
中
で
検
討
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
戦
後
ア
メ
リ
カ
社
会
を
展
望
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
先
ず

リ
ベ
ラ
ル
の
戦
後
構
想
の
特
質
と
限
界
を
明
ら
か
に
し
、
　
「
再
転
換
」
期
の
好
況
・
反
動
化
の
中
で
そ
の
基
盤
が
消
え
、
さ
ら
に
期
待
さ
れ
た
労
働
運
動

が
基
本
的
に
「
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
ス
テ
ー
ト
」
幻
想
の
中
に
あ
っ
て
体
制
順
応
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
こ
こ
に
神
学
者
二
ー
パ
ー
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
否

定
思
想
と
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
を
柱
と
す
る
リ
ベ
ラ
ル
の
集
団
A
D
A
が
登
場
す
る
。
リ
ベ
ラ
ル
の
再
編
は
「
再
転
換
」
期
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
…
ル
体

制
の
調
整
過
程
に
直
接
照
癒
し
、
そ
の
必
要
を
充
た
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
穴
二
巻
五
号
　
一
九
七
九
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

「
こ
の
時
期
は
戦
後
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
歴
史
の
な
か
の
転
換
点
で
あ
っ
た
一
つ
ま
り
、
リ
ベ
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
い

う
現
象
に
対
す
る
態
度
を
再
検
討
し
、
か
つ
、
　
一
部
は
そ
の
結
果
と
し
て
、
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
哲
学
の
基
盤
を
再
建
す
る
と
い
う
二
重
の
課
題

に
と
り
く
ん
で
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
」
　
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
再
選
さ
れ
、
　
一
般
に
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
体
制
の
継
続
が
確
定
し
た
と
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

四
八
年
大
統
領
選
挙
の
時
期
を
、
歴
史
家
A
・
M
・
シ
ュ
レ
ジ
ソ
ガ
ー
二
世
は
こ
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
そ
し
て
彼
自
身
、
四
七
年
初
め
に
結
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成
さ
れ
て
い
た
「
非
共
産
主
義
左
翼
」
の
組
織
、
匪
露
Φ
賦
。
p
塁
騰
o
H
O
Φ
臼
0
9
辞
一
〇
諺
。
鉱
。
獅
（
民
主
的
行
動
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
人
協
会
、
以

下
A
D
A
と
略
称
）
の
指
導
者
の
一
人
と
し
て
こ
の
選
挙
戦
に
身
を
投
じ
、
共
産
党
の
支
援
を
も
受
け
て
立
候
補
し
て
い
た
元
副
大
統
領
H
・

A
・
ウ
ォ
ー
レ
ス
陣
営
攻
撃
の
先
頭
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ェ
レ
ジ
ソ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
再
検
討
の
過
程
は
そ
の
後
数
年
で
完
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
A
D
A
は
周
知
の
通
り
、
六
〇
年
代
に

い
わ
ゆ
る
リ
ベ
ラ
ル
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
の
座
に
つ
く
が
、
敗
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
親
共
訳
」
リ
ベ
ラ
ル
は
、
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
政
治
生

命
を
絶
た
れ
、
悲
惨
な
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
支
持
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
再
生
で
一
致
し
て
い
た
リ
ベ
ラ
ル
が
、
大
戦
後
辿
っ
た
こ
の
よ
う
な
激
し
い
対
立
の
経

緯
に
関
し
て
は
、
冷
戦
み
な
お
し
の
気
運
の
中
で
、
六
〇
年
代
後
半
以
降
す
で
に
か
な
り
の
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
多
く
は
ア

メ
リ
カ
の
現
実
の
政
治
情
況
の
所
産
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
党
運
動
の
有
効
性
、
平
和
共
存
・
社
会
福
祉
の
提
唱
者
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
復

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

権
、
彼
の
運
動
の
敗
因
と
し
て
の
共
産
党
と
の
繋
が
り
に
主
た
る
論
点
が
あ
っ
た
。

　
た
し
か
に
、
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
問
題
は
リ
ベ
ラ
ル
分
裂
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
れ
を

裏
づ
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
事
欠
か
な
い
。
ま
た
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
時
代
の
言
動
は
今
な
お
リ
ベ
ラ
ル
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
だ
が
、

六
〇
年
代
の
そ
の
栄
光
と
凋
落
ま
で
を
展
望
す
る
に
は
、
リ
ベ
ラ
ル
の
運
動
を
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
及
び
戦
時
体
制
の
戦
後
の
再
編
過
程
の
中
に

位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
観
点
か
ら
、
我
々
は
マ
ー
コ
ウ
ィ
ッ
ツ
お
よ
び
ハ
ン
ビ
ー
の
研
究
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
は
、
ウ
ォ
ー
レ
ス
運
動
の
基
本
的
矛
盾
一
資
本
主
義
盛
手
段
に
よ
る
人
道
的
改
革
の
限
界
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
そ
の
一
定
の
進
歩
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
抽
出
し
、
戦
後
改
革
運
動
が
冷
戦
派
リ
ベ
ラ
ル
の
急
進
的
精
神
喪
失
に
よ
っ
て
衰
退
し
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
ハ
ソ
ピ
…

は
、
ウ
ォ
ー
レ
ス
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
非
現
実
性
を
指
摘
し
、
冷
戦
状
況
を
認
識
し
て
着
実
に
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
改
革
を
定
着
さ
せ
た
ト
ル
ー
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ソ
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
研
究
に
は
、
マ
ー
コ
ウ
ィ
ッ
ツ
の
地
平
を
拓
げ
る
も
の
は
な
く
、
再
び
懐
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

的
な
ウ
ォ
ー
レ
ス
運
動
の
復
権
す
ら
見
う
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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第二次大戦直後のアメリカリベラル（島田）

　
こ
の
よ
う
な
認
識
か
ら
本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
冷
戦
派
リ
ベ
ラ
ル
の
拠
点
と
な
る
A
D
A
を
と
り
あ
げ
、
戦
後
再
転
換
期
に
彼
ら
の
理
念
が

い
か
な
る
役
割
を
演
じ
た
か
を
検
討
し
、
戦
後
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
流
れ
を
展
望
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ッ
グ
・
ガ
バ
メ
ソ
ト

　
と
こ
ろ
で
本
稿
で
は
、
「
り
ベ
ラ
ル
」
と
い
う
語
を
、
こ
の
言
葉
が
当
時
す
で
に
獲
得
し
て
い
た
新
し
い
意
味
す
な
わ
ち
「
人
道
的
強
力
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
支
持
」
を
最
大
の
共
通
璽
と
す
る
人
々
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
の
リ
ベ
ラ
ル
に
対
し
て
は
、
古
典
的
な
リ
ベ
ラ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

か
ら
「
全
体
主
義
的
リ
ベ
ラ
ル
」
と
い
う
非
難
が
浴
び
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
戸
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
も
リ
ベ
ラ
ル
を
「
人
民
多
数
の
意
志
の

分
別
性
と
有
効
性
を
信
じ
、
新
た
な
社
会
問
題
に
政
府
は
そ
の
凡
ゆ
る
権
力
と
能
力
を
用
い
る
義
務
が
あ
る
と
主
張
す
る
者
」
と
定
義
し
て
い

⑧る
。
　
一
般
的
に
言
っ
て
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
支
持
に
結
集
し
た
罠
主
党
員
、
知
識
人
、
労
働
運
動
・
農
民
運
動
指
導
者
た
ち
を
指
す
も
の
と
言

え
よ
う
。

①
雲
客
ゲ
貰
寓
剛
の
。
巴
Φ
ω
ヨ
α
q
o
円
層
冒
．
℃
§
恥
ミ
馬
ミ
O
§
龍
こ
§
馬
ぎ
N
ミ
8
ミ

　
き
．
題
§
ミ
（
お
お
層
ω
o
纂
蔓
国
α
露
。
戸
ち
露
）
り
や
鐸
，

②
　
ウ
ォ
ー
レ
ス
や
進
歩
党
の
復
権
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
目
㊤
覧
ω
o
げ
呂
置
戸

　
き
§
迷
熱
ミ
ミ
、
§
ミ
O
ミ
さ
W
驚
O
悉
嵩
ミ
代
馬
a
（
ち
①
O
）
…
O
儲
詳
置
竃
8

　
∪
。
ロ
σ
q
ρ
押
9
§
§
”
q
嵐
§
§
H
、
H
押
目
H
（
お
α
切
Y
そ
の
運
動
の
有
効
性
を
否

　
定
す
る
も
の
と
し
て
国
自
甫
9
巳
欝
口
α
男
お
q
o
二
〇
犀
ω
o
一
彰
℃
ω
日
o
F
㌧
、
息
ぎ
こ
蕊

　
℃
o
N
ミ
3
、
奪
蕊
迷
再
勢
多
§
馬
§
ミ
馬
ぎ
§
憶
寄
黛
蚤
竜
へ
O
点
ξ
団
（
ち
↓
O
）
廟

　
と
ぽ
昌
畷
㊤
導
①
戸
b
恥
§
S
養
冴
§
ミ
℃
着
恥
喬
盗
鰭
塁
（
ド
㊤
刈
蒔
）
．
な
お
、
こ
れ
ら
研

　
究
史
に
関
し
て
は
、
安
藤
次
男
氏
が
そ
の
進
歩
党
研
究
の
中
で
詳
細
に
紹
介
し
て

　
お
ら
れ
る
。
安
藤
次
男
「
冷
戦
と
一
九
四
八
年
大
統
領
選
挙
」
　
（
『
立
命
館
法
学
』

　
一
九
七
五
年
　
・
二
号
所
収
）

③
Σ
o
巴
ヨ
磐
U
9
蜜
p
ユ
8
三
豊
§
馬
ミ
艶
§
ミ
穿
鳶
ミ
き
馬
ざ
愚
鳶
．
恥

　
O
§
ミ
鳶
、
奪
ミ
G
・
眺
●
咽
§
馬
、
§
Q
§
ミ
」
ミ
ミ
、
馬
ミ
濤
卜
＆
ミ
ミ
焼
恥
ミ
噛
も
へ
、
よ
ミ
偽

　
（
目
㊤
お
）
…
U
p
．
．
b
≦
9
く
静
§
転
回
。
い
。
津
”
津
9
肖
勺
。
℃
巳
鎚
男
δ
暮
伸
。

　
O
o
置
♂
く
㊤
H
冒
8
㊦
峯
＝
ω
ヨ
曽
．
、
男
■
O
賦
白
雪
げ
欝
歪
噂
月
げ
①
o
｝
郵
ユ
ω
o
餌
も
。
．
”
§
馬

　
憩
馬
ミ
ミ
、
O
篭
鴫
蕊
ミ
穿
器
鴇
§
ミ
鴨
O
o
ミ
ミ
冒
、
§
ミ
帖
ぎ
O
蕊
喩
浅
ミ

　
§
G
ミ
妹
ξ
執
防
§
（
H
り
誤
）
筆
者
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
も
マ
ー
コ
ウ
イ
ツ
ツ

　
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
（
一
九
七
七
年
四
月
入
日
）
。
小
論
は
彼
の
リ
ベ
ラ
リ

　
ズ
ム
観
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

④
　
≧
o
自
。
渥
勲
諺
σ
ざ
切
遷
§
職
鳳
》
馬
ぎ
b
ミ
警
ミ
、
竜
獅
写
§
起
§
脚
§
ミ

　
抵
§
ミ
聴
§
い
ト
き
ミ
ミ
婁
遷
（
肖
り
お
Y

⑤
　
図
8
げ
ρ
巳
胎
≦
舘
8
詳
亀
嵩
送
　
ミ
窺
ミ
や
ミ
瞳
遂
　
寄
帖
ミ
ミ
凌
§
門
馬
ぎ

　
O
o
ミ
ミ
輪
、
（
一
ミ
O
Y

⑥
た
と
え
ば
次
の
書
を
参
照
、
○
・
国
・
円
㊤
覧
。
お
．
．
岡
話
Φ
団
簿
。
愚
覧
ω
Φ
9
巳

　
∪
Φ
ヨ
o
o
冨
。
ざ
．
、
o
D
じ
国
■
国
主
瓢
G
n
o
畠
‘
句
き
姫
鱒
』
噛
ミ
畿
も
§
四
〇
愚
無
ミ
傍
ミ
」
諏

　
ト
き
ミ
ミ
覇
“
§
§
§
、
睦
£
§
ミ
（
お
劇
Q
◎
）
噛
や
器
卜
。
．

⑦
こ
の
言
葉
は
三
八
年
に
シ
ド
ニ
ー
・
フ
ッ
ク
が
常
民
戦
線
派
リ
ベ
ラ
ル
を
批
判

　
し
て
使
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
A
・
イ
カ
ー
チ
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
以
来
の

　
中
央
集
権
志
向
リ
ベ
ラ
ル
全
体
を
指
し
て
同
じ
表
現
を
用
い
て
い
る
。
＞
H
窪
員

　
固
（
犀
9
噛
一
び
§
馬
b
馬
ミ
篭
周
馬
ミ
鼠
§
ミ
、
智
§
榊
に
富
§
詳
ミ
（
6
歌
℃
戸
り
昭
y
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や
曽
伊

⑧
司
話
巳
象
昌
O
噂
胃
o
o
。
・
。
く
9
脱
毛

1

、
．
岡
艮
桟
O
曾
δ
江
O
ジ
ニ
　
§
鵯
簿
ヘ
ミ
詩
宴
憾
ミ
坊

リ
ベ
ラ
ル
の
戦
後
展
望

§
ミ
渓
机
ミ
禽
題
偽
ミ
§
”
＜
o
H
．
＜
H
囲
■
図
魯
旨
洋
a
ぎ
審
電
停
愚
き
ミ
9

＜
o
岡
．
擢
隠
（
｝
鷲
．
嶺
層
一
り
、
δ
）
鯛
℃
娼
．
ま
り
占
①
ρ

42　（700）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
リ
ベ
ラ
ル
な
知
識
人
た
ち
は
三
〇
年
代
に
政
治
へ
の
参
加
を
実
感
し
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
出
隅
の
精
神
的
支
柱
で
あ
る
と
い
う
自
負
を
持
っ

て
い
た
が
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
参
加
と
、
そ
れ
に
伴
う
ア
メ
リ
カ
経
済
の
復
活
は
彼
ら
に
積
極
的
に
戦
後
構
想
を
う
ち
だ

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
『
ニ
ュ
ー
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
』
や
『
ネ
イ
シ
ョ
ソ
』
と
い
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
の
雑
誌
に
は
彼
ら
の
楽
観
的
な
戦
後
像
が
濫

れ
る
。
そ
れ
ら
は
緊
密
な
米
ソ
協
力
体
翻
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
国
内
で
も
独
ソ
不
可
侵
条
約
締
結
で
事
実
上
解
体
し
た
ア
メ

リ
カ
の
人
民
戦
線
一
そ
れ
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
抵
抗
の
主
体
な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
支
持
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
共

産
党
と
一
部
リ
ベ
ラ
ル
の
間
の
単
な
る
ム
ー
ド
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
一
が
次
第
に
修
復
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例

え
ば
四
三
年
末
に
、
指
導
的
リ
ベ
ラ
ル
の
一
人
マ
ッ
ク
ス
・
ラ
…
ナ
ー
は
、
米
ソ
関
係
は
ア
メ
リ
カ
の
政
府
が
不
適
当
な
も
の
に
な
ら
な
い
か

ぎ
り
友
好
状
態
を
維
持
で
き
る
と
書
き
、
ま
た
欧
州
に
お
け
る
社
会
革
命
と
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
社
会
に
与
え
る
影
響
を
期
待
す
る
立
場
か
ら
、

　
　
　
　
　
ピ
ー
ブ
ル
ズ
・
レ
ボ
ル
ー
シ
ヨ
ソ
①

ソ
連
が
欧
州
の
民
衆
革
命
展
開
の
た
め
の
確
か
な
勢
力
で
あ
る
と
見
て
い
た
。
ま
た
、
リ
ベ
ラ
ル
と
共
産
主
義
者
が
相
互
信
頼
関
係
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
活
動
で
き
る
真
の
人
民
戦
線
が
可
能
だ
と
い
う
主
張
を
も
我
々
は
容
易
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
を
象
徴
し
た
の
は
副
大
統
領
ウ
ォ
ー
レ
ス
で
あ
っ
た
。
彼
は
四
二
年
に
「
コ
モ
ン
・
マ
ソ
の
世
紀
」
の
名
で
戦
後
世
界
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
世
に
問
い
、
リ
ベ
ラ
ル
の
圧
倒
的
支
持
を
集
め
て
い
た
。
そ
れ
は
概
略
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
戦
後
は
コ
モ
ン
・
マ
ン
の
時
代
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
権
階
級
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
平
和
と
は
世
界
の
す
べ
て
の
地
域
の
コ
モ
ン
・
マ
ソ
に
と
っ
て
の
よ
り
良
い
生
活

水
準
を
意
味
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
実
現
の
手
段
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
諸
経
済
規
則
と
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
拡
大
強
化
に



よ
っ
て
生
ま
れ
る
「
進
歩
的
資
本
主
義
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
「
世
界
の
た
め
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
般
に
リ
ベ
ラ
ル
は
大
戦
を
福
祉
国
家
と
「
世
界
ニ
ュ
…
デ
ィ
…
ル
」
実
現
の
た
め
の
闘
い
に
転
化
せ
ん
と
し

て
い
た
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
リ
ベ
ラ
ル
は
き
わ
め
て
多
様
な
構
成
要
素
を
も
つ
集
団
で
あ
る
。
マ
ー
コ
ウ
ィ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
を
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
類
型
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
道
的
改
革
を
主
眼
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
階
級
協
調
、
統
合
的
社
会
の
建
設

　
　
　
　
　
　
〒
ポ
レ
ー
ト
・
り
7
オ
↓
一
④

を
志
向
す
る
「
階
級
統
合
的
改
革
派
」
と
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
レ
ス
ら
は
当
然
国
老
に
属
す
る
が
、
我
々
は
彼
ら
の
戦
後
像
に
、
人
間
理
性
へ
の

信
頼
、
社
会
進
歩
へ
の
寒
熱
と
使
命
感
、
そ
の
原
動
力
た
る
ア
メ
リ
カ
の
経
済
力
と
モ
ラ
ル
に
対
す
る
深
い
信
頼
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
だ
が
彼
ら
の
こ
の
人
道
的
か
つ
楽
観
的
な
構
想
に
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
な
る
ほ
ど
彼
ら
に
は
米
ソ
協
調
、
国
連
そ
の
他
中
立
国
国
際
機
関
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
力
と
い
っ
た
夢
が
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
そ

れ
ら
を
保
障
す
る
政
治
力
の
基
盤
を
ど
こ
に
求
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

第二次大戦直後のアメリカリベラル（島圏）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
後
、
政
治
の
表
舞
台
か
ら
消
え
て
い
た
社
会
改
革
の
問
題
が
一
挙
に
表
面
化
す
る
の
は
、
ほ
ぼ
戦
勝
の
見
通
し
の
つ
い
た

四
四
年
大
統
領
選
挙
の
時
期
で
あ
る
。

　
議
会
は
、
戦
後
経
済
計
画
立
案
の
中
心
で
あ
り
ケ
イ
ン
ズ
派
経
済
学
者
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
全
国
資
源
計
画
局
（
N
R
P
B
）
を
前
年
に
葬

っ
て
い
た
が
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
こ
の
年
の
年
頭
教
書
で
「
経
済
的
権
利
章
典
」
構
想
（
N
R
P
B
報
告
に
基
づ
い
た
、
資
本
主
義

社
会
内
で
の
生
活
権
の
保
障
）
を
打
出
す
こ
と
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
復
活
の
期
待
に
応
え
た
。
　
一
方
、
四
二
年
選
挙
で
の
共
和
党
進
出

後
、
保
守
的
議
会
に
苦
汁
を
飲
ま
さ
れ
て
き
た
産
業
組
合
会
議
（
C
I
O
）
は
、
そ
の
政
治
行
動
委
員
会
（
P
A
C
）
を
尖
兵
と
し
て
ロ
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
の
四
選
と
リ
ベ
ラ
ル
な
議
員
の
選
出
の
た
め
に
動
き
だ
し
た
。
四
四
年
六
月
に
出
さ
れ
た
P
A
C
の
「
四
四
年
人
民
綱
領
」
は
、
　
「
四

つ
の
自
由
」
や
国
連
宣
言
に
基
づ
く
平
和
、
復
員
軍
人
へ
の
失
業
手
当
、
黒
人
差
別
撤
廃
と
と
も
に
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
「
経
済
的
権
利
章

43　（701）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

典
」
に
基
い
た
生
活
保
障
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
的
保
障
要
求
を
前
面
に
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
C
1
0
指
導
部
は
五
〇
〇

万
組
合
員
の
票
の
結
集
を
は
か
り
、
そ
の
巨
大
な
票
の
力
を
背
景
に
し
て
こ
そ
民
主
党
と
の
交
渉
が
有
利
に
な
る
と
読
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
C
I
O
は
ま
た
、
非
労
働
者
リ
ベ
ラ
ル
の
票
を
C
I
O
路
線
に
結
集
す
る
た
め
、
全
国
市
民
政
治
行
動
委
員
会
（
N
C
P
A
C
）
を
設
立
し

た
が
、
こ
れ
に
は
期
待
ど
お
り
著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
政
治
家
、
農
民
運
動
家
、
リ
ベ
ラ
ル
な
実
業
家
な
ど
が
参
集
し
、
元
農
業
保
障
局

長
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ソ
に
率
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
他
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
支
持
の
戦
列
に
加
わ
っ
た
組
織
は
数
多
い
が
、
な
か
で
も
科
学
老
、
文
化
人
の
組
織
と
し
て
芸
術
科
学
専
門
的

職
業
無
党
派
市
民
委
員
会
（
I
C
C
A
S
P
）
、
お
よ
び
全
国
農
民
組
合
（
N
F
U
）
を
挙
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
時
期
ア
メ

リ
カ
共
産
党
は
人
民
戦
線
戦
術
を
極
限
ま
で
押
し
進
め
、
現
体
制
の
下
で
も
偉
大
な
前
進
が
可
能
と
の
判
断
か
ら
党
を
解
散
し
て
お
り
、
　
「
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

民
戦
線
」
と
批
判
を
浴
び
る
ほ
ど
の
姿
勢
で
輝
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
を
支
持
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
一
一
月
の
選
挙
で
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
四
選
を
果
し
、
民
主
党
も
回
復
を
示
し
た
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
が
復
活
し
た
の
だ
と
さ
れ
る
。

C
I
O
－
P
A
C
は
勝
利
を
謳
い
、
ウ
ォ
ー
レ
ス
も
完
全
雇
用
の
基
礎
が
で
き
た
と
喜
ん
で
い
る
。
し
か
し
議
会
内
保
守
連
合
は
依
然
強
力
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
り
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
勝
利
も
C
1
0
h
P
A
C
の
運
動
と
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
最
近
の
研
究
は
示
し
て
い
る
。
し
か

し
一
応
の
勝
利
に
リ
ベ
ラ
ル
は
戦
後
の
ニ
ェ
ー
デ
ィ
ー
ル
復
活
に
期
待
を
つ
な
ぎ
、
ウ
ォ
ー
レ
ス
を
指
導
者
と
す
る
進
歩
勢
力
の
堅
固
な
統
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

体
と
し
て
の
「
人
民
戦
線
」
構
想
さ
え
提
出
さ
れ
た
。

　
だ
が
リ
ベ
ラ
ル
の
期
待
に
反
し
て
そ
の
前
途
は
決
し
て
明
る
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
ウ
ォ
ー
レ
ス
は
四
四
年
大
統
領
選
挙
の
民
主

党
副
大
統
領
候
補
の
座
を
ト
ル
ー
マ
ン
に
奪
わ
れ
て
い
た
。
南
部
保
守
派
や
都
市
ボ
ス
ら
か
ら
の
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
行
き
過
ぎ
を
懸
念
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
圧
力
に
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
も
屈
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
利
益
集
団
政
治
の
一
つ
の
典
型
的
な
結
果
で
あ
る
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
選
挙
後
ウ
ォ
ー
レ
ス
が
改
革
実
行
の
た
め
の
ポ
ス
ト
と
し
て
商
務
長
官
を
希
望
す
る
や
、
議
会
の
保
守
連

合
は
激
し
く
抵
抗
し
、
結
局
経
済
改
革
の
鍵
を
握
る
復
興
金
融
公
社
を
商
務
省
か
ら
切
り
離
し
て
後
は
じ
め
て
彼
の
就
任
を
承
認
し
た
の
で
あ

44　（702）



第二次大戦直後のアメリカリベラル（島田）

　
⑪
つ
た
。

　
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
民
主
党
お
よ
び
議
会
内
の
反
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
勢
力
の
強
大
さ
の
証
左
で
あ
る
と
同
時
に
、
リ
ベ
ラ
ル
の
戦
後
構
想
実

現
へ
の
戦
い
が
政
府
、
議
会
レ
ベ
ル
で
は
既
に
ほ
と
ん
ど
決
着
を
み
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
逆
に
い
え
ば
、
戦
後
改
革
の

行
方
は
リ
ベ
ラ
ル
目
労
働
連
合
の
力
量
に
か
か
っ
て
い
た
。

　
に
も
拘
ら
ず
、
リ
ベ
ラ
ル
の
基
本
的
立
場
は
民
主
党
に
対
す
る
圧
力
団
体
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
来
か
ら
彼
ら
は
、
権
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

財
界
や
議
会
の
保
守
派
か
ら
隔
離
し
て
お
け
ば
福
祉
国
家
の
建
設
が
可
能
と
い
う
楽
観
的
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
。
な
る
ほ
ど
ト
ル
ー
マ
ン
の

副
大
統
領
候
補
指
名
後
に
は
、
第
三
党
形
成
へ
の
動
き
が
皆
無
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
彼
ら
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
党
H
民
主
党

と
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
指
導
性
へ
の
信
頼
を
捨
て
切
れ
な
か
っ
た
。
四
五
年
初
め
に
、
民
主
行
動
連
合
（
d
艮
8
ず
厩
U
①
匿
。
鶏
舞
8
》
a
。
口
、

以
後
U
D
A
と
略
称
）
の
書
記
長
ロ
ー
ブ
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
カ
リ
ス
マ
に
依
存
せ
ず
と
も
よ
い
だ
け
の
政
治
的
基
盤
を
も
っ
た
強
力
な

リ
ベ
ラ
ル
運
動
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
全
国
的
な
連
合
体
を
提
唱
し
た
。
し
か
し
結
局
彼
も
、
同
年
四
月
の
大
統
領
の
死
後
、
リ
、
ベ
ラ
ル
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

そ
れ
ま
で
権
力
の
座
に
あ
る
と
い
う
幻
想
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
嘆
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
ぐ
れ
た
社
会
改
革
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
い
た
リ

ベ
ラ
ル
も
あ
く
ま
で
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
い
わ
ゆ
る
利
益
集
薗
政
治
の
枠
内
に
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
中
で
彼
ら
の
プ
ラ
ン
を
実
現
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
周
辺
に
集
ま
っ
た
り
ベ
ラ
ル
す
べ
て
が
肯
定
的
、
楽
観
的
戦
後
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
A
D
A
の
前
身
で
あ
る
U
D
A
と
そ
の
中
心
的
人
物
、
今
世
紀
ア
メ
リ
カ
最
大
の
思
想
家
の
一
人
、
ラ
イ
ソ
ホ
ル
ド
・
二
ー
バ
…
の
戦
後

像
を
こ
こ
で
検
討
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
九
四
〇
年
に
そ
の
孤
立
主
義
を
嫌
っ
て
社
会
党
を
離
れ
て
い
た
元
マ
ル
キ
ス
ト
の
神
学
導
引
ー
バ
ー
は
リ
ベ
ラ
ル
な
知
識
人
と
労
働
運
動
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内
部
の
リ
ベ
ラ
ル
を
結
合
し
う
る
組
織
と
し
て
翌
年
自
ら
U
D
A
を
設
立
し
た
。
そ
の
三
大
方
針
は
①
連
舎
国
へ
の
最
大
限
の
援
助
、
②
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
下
で
実
現
さ
れ
た
社
会
改
革
の
維
持
拡
大
を
は
か
る
民
主
的
左
翼
の
統
一
、
⑧
左
翼
の
協
同
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
隔
離
、
に
要

約
で
き
る
。
ニ
ー
バ
ー
は
こ
の
方
針
の
下
に
、
ア
メ
リ
カ
労
働
党
の
分
裂
↓
自
由
党
の
創
設
を
は
か
る
な
ど
積
極
的
政
治
活
動
を
行
な
う
一
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

一
九
四
四
年
に
は
彼
の
神
学
的
政
治
的
認
識
を
凝
集
さ
せ
た
『
光
の
子
と
闇
の
子
』
を
出
版
し
て
い
る
。
後
々
U
D
A
及
び
A
D
A
の
会
員
の

拠
り
所
と
な
る
こ
の
書
の
要
点
を
我
々
は
こ
こ
で
是
非
と
も
検
討
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
大
恐
慌
下
の
一
九
三
〇
年
代
が
ア
メ
リ
カ
的
諸
制
度
に
対
す
る
懐
疑
と
否
定
の
霊
代
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
　
「
真
珠
湾
」
に
よ
る
ア
メ
リ

カ
の
参
戦
が
も
た
ら
し
た
四
〇
年
代
前
半
は
、
守
る
べ
き
も
の
と
し
て
の
現
体
鰯
、
と
く
に
民
主
主
義
が
最
大
限
に
強
調
さ
れ
た
時
期
と
い
え

よ
う
。
四
一
一
年
以
降
、
戦
争
経
済
は
完
全
雇
用
状
況
を
生
み
だ
し
、
三
〇
年
代
と
は
う
っ
て
変
っ
た
現
状
肯
定
的
ム
ー
ド
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ

民
主
主
義
体
認
の
未
来
を
バ
ラ
盤
に
描
く
見
方
が
支
配
的
と
な
っ
た
が
、
ニ
ー
バ
ー
は
、
　
「
民
主
主
義
」
の
過
度
の
称
揚
が
労
働
者
や
知
識
人

の
批
判
精
神
を
麻
痺
さ
せ
、
経
済
的
利
益
の
再
分
配
を
求
め
る
戦
後
の
閾
争
を
危
う
く
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
さ
ら
に
彼
は
神
の
摂
理

が
斑
主
主
義
を
敗
北
か
ら
救
う
と
い
っ
た
楽
観
論
を
排
し
、
も
し
神
が
我
々
を
生
か
し
て
お
こ
う
と
思
し
召
す
な
ら
、
我
々
と
し
て
は
平
和
の

到
来
に
備
え
て
、
現
在
の
諸
制
度
を
狂
的
に
美
化
す
る
よ
り
、
も
っ
と
現
実
的
に
未
来
の
政
治
家
の
識
見
の
た
め
に
な
る
枠
組
を
考
え
た
ほ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
よ
い
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
発
想
こ
そ
が
彼
に
『
光
の
子
と
闇
の
子
』
を
執
筆
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
同
書
の
中
で
二
…
パ
ー
は
先
ず
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
明
は
崩
壌
の
過
程
に
あ
り
、
そ
れ
故
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
も
つ
永
遠
の
価
値
を
そ
の
現
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

的
な
も
の
と
区
別
し
保
存
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
理
想
主
義
者
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
理
想
主
義
者
も

個
人
的
利
益
と
一
般
的
利
益
の
閥
の
矛
盾
を
容
易
に
解
決
で
き
る
と
確
信
し
て
き
た
た
め
に
、
ナ
チ
の
よ
う
な
野
蛮
な
思
想
に
襲
わ
れ
た
。
ニ

ー
バ
ー
は
、
こ
の
点
を
よ
り
曙
確
に
す
る
た
め
、
人
間
を
「
自
分
の
意
志
や
自
分
の
利
益
以
上
の
律
法
を
認
め
な
い
『
闇
の
子
』
」
と
、
「
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

高
い
律
法
の
も
と
に
自
己
本
位
の
欲
望
を
従
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
信
ず
る
『
光
の
子
』
」
と
に
分
け
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
ま
さ
に
「
闇
の
子
」

で
あ
り
、
人
種
及
び
民
族
闘
争
の
賛
美
に
根
ざ
し
、
民
族
国
家
の
敵
と
の
不
可
避
の
際
限
の
な
い
戦
争
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
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ee　：次大戦直後のアメリカリベラル（島ff）

コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
は
メ
シ
ア
的
な
完
全
性
探
究
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
文
明
同
様
「
光
の
子
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

光
の
子
は
自
我
意
欲
の
力
を
知
ら
な
い
か
ら
、
常
に
愚
鈍
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
人
間
の
歴
史
は
合
理
性
を
目
指
し
て
進
み
つ
つ
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
や
が
て
私
益
と
公
益
の
完
全
一
致
が
も
た
ら
さ
れ
る
な
ど
と
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
文
明
の
保

存
に
は
、
蛇
の
よ
う
な
賢
明
さ
と
、
鳩
の
よ
う
な
柔
和
さ
が
必
要
で
あ
る
し
、
光
の
子
は
闇
の
子
ら
の
智
慧
で
自
ら
を
武
装
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

な
い
と
二
！
バ
ー
は
訴
え
た
の
で
あ
る
。

　
彼
は
後
段
で
よ
り
実
践
的
な
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
第
三
章
で
は
「
産
業
財
産
の
社
会
的
性
格
を
強
調
す
る
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
観
方
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
個
人
的
性
格
を
主
張
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
観
点
よ
り
も
明
ら
か
に
真
理
に
近
い
と
い
う
事
実
」
を
認
め
て
い
る
。
　
（
も
っ
と
も
そ
の
あ
と
で

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
が
、
財
産
の
社
会
化
の
後
も
人
間
の
利
己
心
が
残
り
、
ま
た
産
業
活
動
の
操
作
と
管
理
に
携
わ
る
勢
力
が
拾
頭
す
る
こ
と
を
見

通
せ
な
か
っ
た
と
批
判
し
て
い
る
。
）
し
か
し
、
　
ニ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
最
近
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
府
の
行
動
は
決
し
て
マ
ル
キ
ス
ト
が
描
い
た

ほ
ど
の
暗
い
も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
現
代
民
主
主
義
国
家
は
、
労
働
老
の
政
治
参
加
な
ど
に
よ
り
、
経
済
的
不
平
等
の
改
善
を
促
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

き
た
の
で
あ
り
、
国
家
は
有
産
階
級
の
執
行
委
員
会
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
マ
ル
キ
ス
ト
の
テ
ー
ゼ
は
無
効
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
有
効
な
側
藺
を
利
用
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
　
「
富
と
安
全
と
融
漠
た
る
広
さ
と
が
、
他
の
ど
の
国
よ
り
も
合
衆
国

に
於
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
幻
想
に
大
き
な
力
を
与
え
た
と
い
う
事
実
の
結
果
」
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
自
由
主
義
と
個
人
主
義
が
そ
れ
を
妨
げ
て

　
⑳
い
る
。
こ
う
し
て
二
…
バ
ー
は
産
業
財
産
の
社
会
化
の
困
難
を
予
期
し
、
着
実
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
要
請
す
る
の
で
あ
る
。

　
ニ
ー
バ
ー
の
思
想
が
そ
の
ま
ま
U
D
A
の
思
想
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
彼
は
少
く
と
も
精
神
的
指
導
老
で
あ
り
、
後
に
こ
の
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
二
七
的
な
意
味
で
U
D
A
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
我
々
は
こ
こ
に
、
「
ソ
シ
ア
ル
・
リ
ベ
ラ
ル
」

が
抱
く
進
歩
へ
の
信
頼
と
好
対
照
を
な
す
ニ
ー
バ
…
の
ニ
ヒ
ル
な
人
間
観
と
、
一
見
急
進
的
な
が
ら
現
状
追
認
的
な
社
会
観
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
は
現
実
政
治
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
生
む
の
だ
ろ
う
か
。

　
従
来
か
ら
二
i
バ
ー
は
南
部
の
保
守
派
を
含
み
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
統
合
さ
れ
て
い
な
い
民
主
党
の
状
態
を
憂
い
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
類
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ま
れ
な
政
治
的
手
腕
を
評
価
し
つ
つ
も
戦
後
の
政
治
的
混
沌
を
予
測
し
て
い
た
が
、
結
局
積
極
的
で
は
な
い
に
し
ろ
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
四
選

支
持
に
動
く
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
今
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
完
全
な
綱
領
を
求
め
て
い
る
余
裕
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら

先
ア
メ
リ
カ
国
民
は
共
和
党
的
好
況
・
不
況
の
サ
イ
ク
ル
に
戻
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
社
会
主
義
共
和
国
へ
進
む
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う

か
ら
、
結
局
、
現
実
的
選
択
は
、
国
内
改
革
と
真
の
国
際
的
組
織
の
道
へ
向
っ
て
、
現
在
の
政
府
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
う
し
て
ニ
ー
バ
ー
と
U
D
A
の
五
〇
〇
〇
名
は
一
歩
離
れ
た
と
こ
ろ
が
ら
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と
ウ
ォ
ー
レ
ス
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
と
、
国
内
で
の
ア
メ
リ
カ
共
産
党
の
愛
国
的
な
ま
で
の
人
民
戦
線
戦
術
の
も
と
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
問
題

が
表
面
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

①
　
該
帥
囲
び
。
琶
。
ひ
b
ゴ
讐
8
切
論
く
。
口
”
磐
島
0
8
品
。
ω
o
巳
ρ
．
．
誌
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⑦
一
8
国
μ
q

　
け
ゲ
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剛
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降
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≦
o
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．
．
寒
§
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＆
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＜
o
一
．
H
O
O
（
客
。
く
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卜
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ρ
H
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ω
Y

　
唱
や
♂
。
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噛
圃
G
。
O
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Q
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b
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0
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O
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富
p
づ
旧
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巴
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噛
．
、
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窯
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｝
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H
O
’
　
ド
Φ
劇
団
）
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娼
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禽
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①
。
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ω
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暮
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H
幽
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叶
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．
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跨
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Φ
U
①
津
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目
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ヨ
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℃
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崔

　
≦
霞
ピ
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Φ
冨
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ω
筥
”
、
”
℃
や
鶏
I
O
c
◎
．

③
　
四
二
年
五
月
に
、
　
「
自
由
世
界
の
勝
利
の
代
償
」
と
題
さ
れ
た
演
説
の
中
で
示

　
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
演
説
を
ウ
ォ
ル
ト
ン
は
丹
念
に
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
て

　
い
る
。
図
凶
。
げ
藍
島
妻
巴
8
昌
愚
・
ミ
．
唱
や
ド
O
i
鎧
’

④
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g
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諺
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H
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U
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ω
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碗
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ヨ
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㎝
ρ
局
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富
斜
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馬
9
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起
℃
o
N
ミ
＆
㍉
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馳
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y
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℃
．
H
㊤
l
b
。
H
■

⑥
鍔
節
8
0
器
8
『
層
§
恥
b
§
机
Q
織
卜
無
警
逗
ミ
ミ
智
§
嚇
謁
ミ
讐
ミ
画
恥
§
．
遣
8
1

　
竜
N
“
（
ド
㊤
刈
。
。
ソ
や
崔
8
冒
ヨ
o
皿
妻
⑦
冒
ω
3
旦
さ
嵩
驚
要
。
竃
二
塁
ミ
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飾
§
い
㌧
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ミ
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（
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胡
y
b
や
㊤
G
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1
8
■

⑦
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
四
〇
年
選
挙
よ
り
や
や
低
い
得
票
率
（
五
三
・
五
％
）
で

　
当
選
。
下
院
で
は
畏
主
党
が
得
票
率
で
四
・
五
％
、
議
席
数
で
二
四
増
え
た
。
だ

　
が
上
院
で
は
共
和
党
が
一
議
席
増
や
し
て
い
る
。

⑧
凋
。
。
。
鈴
。
び
愚
’
鼠
卦
b
℃
■
合
ム
窃
。

⑨
男
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魯
囚
貯
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U
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①
『
や
⑦
刈
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愚
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帖
帖
‘
憲
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ω
刈
凸
。
。
・

　
米
ソ
協
調
の
持
続
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
権
力
の
座
に
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し

　
た
、
戦
後
改
革
の
母
体
構
想
で
あ
る
。

⑩
党
大
会
で
の
投
票
結
果
は
き
わ
ど
い
も
め
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、

　
良
い
ポ
リ
テ
ィ
シ
ャ
ン
で
は
な
い
と
の
理
・
田
で
ウ
ォ
ー
レ
ス
支
持
を
渋
っ
た
が
、

　
逆
に
ウ
ォ
ー
レ
ス
に
実
務
家
的
手
腕
が
な
か
っ
た
こ
と
も
度
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑬
鼠
p
時
。
言
貫
§
馬
ミ
題
§
蕊
穿
N
N
ミ
§
専
愚
鳶
．
恥
G
§
ミ
§
電
・
這
？

　
お
ω
．

⑫
嵐
碧
ぎ
三
貫
、
．
諺
≦
⑦
巽
坤
。
旨
筈
㊦
い
⑦
罫
、
、
や
り
Φ
・

⑬
Ω
§
8
］
w
δ
。
F
試
ミ
ミ
烏
§
恥
誉
憧
U
馬
ミ
s
ミ
§
嵐
ミ
§
、
穿
肉
。
龍
§

　
〉
ぎ
職
§
ミ
ぎ
N
ミ
a
（
溢
O
b
。
）
層
や
。
。
Φ
．

⑭
口
①
ぎ
ぎ
置
窓
①
冨
芹
陶
§
恥
G
ミ
恥
§
こ
、
卜
粛
ミ
§
恥
§
9
篤
ミ
§
騨
亀

　
b
＆
幕
慧
題
（
H
逡
膳
）
・
邦
訳
、
武
田
清
子
訳
『
光
の
子
と
糊
の
子
駈
　
（
一
九
四
八
）
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第二次大戦直後のアメリカリベラル（島田）

⑮
℃
帥
巳
寓
象
匡
畠
▼
肉
§
§
N
載
≧
§
ミ
こ
削
ぎ
、
ミ
ミ
N
§
“
。
§
燃
（
お
謡
y

　
や
や
嵩
O
占
↓
ピ

⑯
蜜
。
喜
年
噛
愚
「
職
野
や
9

⑰
ミ
野
署
覧
り
占
ド

⑱
ま
ミ
‘
℃
や
お
ム
ド

⑲
N
ぴ
ミ
．
”
や
δ
9
訳
文
は
で
き
る
か
ぎ
り
武
田
琉
の
訳
を
参
考
に
し
た
が
、
こ

　
の
部
分
の
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
観
点
の
対
比
は
ス
ッ
ポ
リ
抜
け
て
い

■

「
再
転
換
」
期
の
諸
問
題
と
り
ベ
ラ
ル
の
限
界

　
る
。
武
田
清
子
訳
　
前
掲
露
一
四
八
頁
。

（
⑳
　
2
凶
。
げ
燭
が
。
麿
織
帖
‘
や
δ
高
．

⑳
　
さ
ミ
層
や
一
8
9

㊥
案
Φ
困
匡
。
ざ
愚
・
ミ
「
唱
」
『
ω
噛

⑭
　
象
ミ
‘
℃
■
ミ
α
．
ニ
ー
パ
ー
は
四
四
年
夏
に
ウ
ォ
ー
レ
ス
に
書
簡
を
送
り
、
「
こ

　
の
選
挙
戦
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
た
め
に
戦
わ
れ
て
こ
そ
将
来
に

　
と
っ
て
意
味
が
あ
る
」
と
激
励
し
た
。
≦
巴
8
P
愚
・
職
野
℃
や
ト
ニ
。
。
。
。
一
N
。
。
㊤
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
こ
こ
で
の
課
題
は
「
再
転
換
」
期
の
経
済
・
社
会
が
リ
ベ
ラ
ル
の
プ
ラ
ン
に
い
か
な
る
衝
撃
を
与
え
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
リ
ベ
ラ
ル
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
資
本
主
義
の
否
定
に
傾
い
た
知
識
人
を
も
含
め
て
、
第
二
次
大
戦
中
に
示
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の

活
力
に
強
烈
な
印
象
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
に
対
す
る
ニ
ー
バ
ー
の
警
告
を
我
々
は
す
で
に
見
た
が
、
デ
ィ
ギ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
大
戦
終
結
時

リ
ベ
ラ
ル
の
間
に
は
も
は
や
生
産
の
領
域
に
関
す
る
限
り
ア
メ
リ
カ
経
済
の
不
合
理
性
や
矛
盾
に
対
す
る
指
摘
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
い
わ
れ

①る
。
大
恐
慌
の
記
憶
も
生
々
し
い
彼
ら
の
関
心
は
、
そ
の
巨
大
な
生
産
力
を
ひ
か
え
て
大
戦
終
結
後
も
い
か
に
し
て
雇
用
を
維
持
す
る
か
に
集

中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
不
安
が
彼
ら
の
改
革
志
向
を
支
え
る
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
り
、
ケ
イ
ン
ズ
流
の
財
政
政
策
に
よ
る
安
定
成
長

　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
維
持
が
め
ざ
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
戦
時
の
膨
大
な
国
防
予
算
の
下
で
の
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
復
活
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
彼
ら
リ
ベ
ラ
ル

は
、
　
「
世
界
ニ
ュ
ー
デ
ィ
…
ル
」
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
再
活
性
化
さ
れ
る
国
内
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
予
想
さ
れ
る
戦
後
不
況
を
乗

り
切
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
ウ
ォ
ー
レ
ス
に
し
て
も
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
進
歩
的
資
本
主
義
と
は
好
況
・
恐
慌
の
サ
イ
ク
ル
を
断
ち
き
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
論
理
を
崩
す

た
め
に
、
海
外
市
場
を
開
拓
し
て
失
業
を
防
ぎ
、
社
会
福
祉
を
拡
充
し
て
鷹
買
力
を
維
持
す
る
こ
と
を
基
本
に
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
プ
レ
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ト
ソ
・
ウ
ッ
ズ
会
議
に
関
し
、
彼
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
　
「
世
界
が
市
場
と
な
ら
な
い
限
り
ア
メ
リ
カ
重
工
業
に
恒
久
的
繁
栄
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ア
メ
リ
カ
の
重
工
業
は
消
費
財
産
業
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
両
者
が
国
民
す
べ
て
に
職
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
完
全
雇
用
法
の
成
立
・
施
行
は
リ
ベ
ラ
ル
の
最
大
の
論
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
ウ
ォ
ー
レ
ス
自
身
、
四
五
年
秋
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

『
六
〇
〇
〇
万
の
仕
事
』
を
著
わ
し
て
、
指
導
的
ケ
イ
ン
ジ
ア
ソ
で
あ
る
ハ
ソ
セ
ソ
に
そ
の
完
全
雇
用
案
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に

議
会
内
外
の
リ
ベ
ラ
ル
は
、
C
エ
O
と
共
に
早
く
か
ら
完
全
雇
用
法
等
を
推
進
し
て
い
た
。
し
か
し
議
会
で
は
、
今
や
巨
大
な
圧
力
団
体
と
な

っ
た
労
働
運
動
と
、
改
革
の
「
い
き
す
ぎ
」
に
対
す
る
警
戒
が
強
く
、
結
局
四
六
年
二
月
に
成
立
し
た
雇
用
法
は
、
国
家
の
政
策
の
目
標
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

表1生産力と失業

つ
に
最
大
限
の
購
買
力
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
　
「
政
府
は
最
大
限
の
雇
用
を
維
持
す

　
　
　
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
（
傍
点
引
用
者
）
」
と
の
一
節
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

リ
ベ
ラ
ル
は
新
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
の
指
導
性
の
欠
如
に
失
望
す
る
が
、
逆
に
こ
の

規
定
は
当
時
の
リ
ベ
ラ
ル
運
動
と
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
力
関
係
を
反
映
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
戦
後
恐
慌
へ
の
不
安
は
リ
ベ
ラ
ル
だ
け
の
も
の
で
は
無
論
な
く
、
巨

大
な
生
産
能
力
を
有
す
る
に
い
た
っ
た
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
間
で
も
等
し
く
抱
か

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
戦
後
ア
メ
リ
カ
経
済
は
大
方
の
予
想
を
越
え
た
展
開

を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
戦
争
の
終
結
は
、
表
1
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
工
業
生
産
の
低
下
、
失
業
の
増
大
（
絶
対
数
で
い
う
と
、
四
四
年
六
七
万

人
、
四
五
年
一
〇
四
万
人
、
四
六
年
二
二
七
万
人
）
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
は
み
な
予
想
外
の
低
水
準
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
菰
淵
氏
の
表
現
を
借
り
る
と
、

「
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
経
済
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
的
弓
政
策
に
支
え
ら
れ
た
旺
盛
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失業率
工業生産指数
（1967＝＝　100）

国民総生産（1958年価額）

全　体1一人当り

14．6

9．9

4．7

1．9

1．2

1．9

3．9

3．9

3，8

5．9

25

R2

R8

S7

T1

S3

R5

R9

S1

R9

ドル

1720

1977

2208

2465

2611

2538

2211

2150

2208

2Z72

10燧ドル
227

263

297

337

361

355

312

309

323

324

1940

　41

　42

　43

　44

　45

　46

　47

　48

　49

いずれもU．S．　Dept　of　Com皿erce，　HistoPtical　Statistias　of

the　United　Stαtes，　Coloniαl　Ti7nes　to　1970（1975）。からf乍
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第二次大戦蔵後のアメリカリベラル（島田）

な
民
間
需
要
の
一
挙
的
発
動
と
、
輸
出
の
強
行
と
に
よ
っ
て
、
一
九
四
六
年
春
か
ら
上
昇
に
転
じ
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
ブ
ー
ム
の
展
開
の
中
に
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

時
経
済
体
欄
か
ら
『
平
時
』
経
済
体
翻
へ
の
転
換
・
推
移
を
、
比
較
的
円
滑
に
完
了
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」

　
そ
の
原
動
力
の
ひ
と
つ
民
間
需
要
を
支
え
た
の
は
、
製
造
工
業
部
門
に
お
け
る
設
備
更
新
お
よ
び
民
需
用
へ
の
転
換
の
た
め
の
資
本
投
下
で

あ
る
が
、
い
ま
ひ
と
つ
個
人
の
消
費
拡
大
が
大
き
な
力
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
　
「
消
費
財
に
対
す
る
需
要
は
有
効
需
要
と
し
て
戦
後
に
大
量
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

繰
延
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
こ
の
時
期
の
国
民
感
情
を
物
語
る
一
つ
の
典
型
的
な
数
字
が
、
四
六
年
一
二
月
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
世
論
調
査

　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
結
果
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
生
時
の
ア
メ
リ
カ
人
が
欲
し
て
い
る
も
の
は
、
先
ず
第
一
に
自
動
車
、
以
下
住
宅
、
衣
服
、
什

器
、
恒
久
、
平
和
、
健
康
、
金
銭
、
そ
し
て
八
番
国
に
漸
く
仕
事
の
保
障
が
登
場
す
る
。
自
動
車
は
ス
ト
ラ
イ
キ
と
原
材
料
不
足
で
生
産
が
到

底
受
注
に
追
い
つ
か
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
門
再
転
換
」
期
の
特
殊
事
情
は
、
四
六
、
四
七
両
年
の
国
家
財
政
が
黒
字
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
幅
な
超
過
需
要
を

生
み
、
当
然
、
急
激
な
イ
ン
フ
レ
（
四
六
一
四
八
年
の
間
で
三
四
％
）
購
買
力
の
低
下
を
来
た
し
た
。
し
か
し
、
雇
用
法
に
基
づ
い
て
四
七
年

一
月
に
大
統
領
が
議
会
へ
提
隠
し
た
経
済
報
告
書
は
、
　
「
所
得
と
物
価
の
調
整
が
私
企
業
、
政
府
両
者
の
中
心
課
題
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
ほ
ど
の
対
応
を
見
せ
た
。

　
ト
ル
ー
マ
ン
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
路
線
の
継
承
を
謳
い
つ
つ
も
、
保
守
的
な
銀
行
家
ス
ナ
イ
ダ
ー
を
戦
時
動
員
・
再
転
換
局
長
に
任
命
す
る

な
ど
し
て
、
リ
ベ
ラ
ル
の
非
難
を
浴
び
て
い
た
。
こ
の
ス
ナ
イ
ダ
ー
や
戦
時
生
産
局
の
所
謂
ダ
ラ
ー
・
ア
・
イ
ア
・
マ
ン
（
戦
時
経
済
運
営
の

た
め
政
府
入
り
し
て
い
た
財
界
人
）
は
急
速
な
諸
統
制
の
廃
止
“
平
常
避
雷
指
し
て
い
侮
・
だ
が
他
方
で
』
・
よ
ア
・
ー
ル
の
根
幹
で
あ

る
総
需
要
の
国
家
に
よ
る
管
理
と
い
う
方
向
は
す
で
に
雇
用
法
に
も
明
確
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
合
衆
国
商
工
会
議
所

な
ど
は
、
忠
誠
問
題
と
い
う
形
で
反
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
。
し
か
し
一
方
で
ま
た
、
全
米
製
造
業
者
連
盟
は
四
六
年
の

大
会
で
「
公
共
性
重
視
の
中
道
的
労
働
政
策
偏
を
可
決
し
、
ニ
ェ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
柱
の
ひ
と
つ
、
全
国
労
働
関
係
法
の
廃
止
を
要
求
し
た
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
⑪

ー
プ
は
敗
れ
て
い
る
。
結
局
、
資
本
は
基
本
的
に
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
体
制
を
受
容
し
つ
つ
、
急
進
的
改
革
へ
の
方
陶
に
は
強
圧
的
対
応
を
示
し
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た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
ウ
ォ
ー
レ
ス
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
共
産
党
ま
で
が
、
ア
メ
リ
カ
の
繁
栄
を
支
え
る
た
め
に
そ
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
海
外
の
輸
出

市
場
の
確
保
、
拡
大
の
問
題
を
一
瞥
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
か
つ
て
ロ
イ
ド
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
初
め
か
ら
四
六
年
ま
で
、
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
声
明
や
著
作
や
行
動
に
一
つ
の
持
続
し

た
思
想
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
自
由
が
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
な
い
社
会
で
は
長
く
維
持
さ
れ
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
述
べ
た
。
同
じ
よ
う
な
見
方
は
、
ラ
ド
シ
ュ
、
リ
ジ
オ
両
者
に
よ
っ
て
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
マ
ー
コ
ウ
ィ
ッ
ツ
は
、
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

家
を
一
枚
岩
的
な
も
の
と
見
る
の
は
誤
り
だ
と
し
て
、
彼
の
方
法
論
の
限
界
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
歩
性
を
評
緬
し
た
。
た

し
か
に
彼
は
国
際
機
関
主
導
の
経
済
開
発
を
主
張
し
て
い
た
し
、
そ
の
世
界
像
は
人
道
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
市
場
の
拡
大
と
い
う
観
点

か
ら
見
る
な
ら
ば
、
既
に
大
戦
中
早
く
か
ら
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
で
組
織
さ
れ
調
査
研
究
を
続
け
て
い
た
全
国
計
画
協
会
や
経
済
開
発
委

員
会
の
戦
後
プ
ラ
ン
と
本
質
的
に
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
機
関
は
国
家
資
本
の
輸
出
に
よ
る
対
外
援
助
馴
過
剰
生
産
の
解
消
を
検
討

し
て
お
り
、
の
ち
に
多
く
の
リ
ベ
ラ
ル
が
「
世
界
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
の
実
現
と
み
て
飛
び
つ
く
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
も
こ
の
延
長
上
に
位

　
　
　
　
　
　
⑮

置
す
る
の
で
あ
る
。

　
リ
ベ
ラ
ル
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と
独
占
の
支
配
を
対
立
的
に
捉
え
、
国
内
外
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
要
求
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
要
求
が
、

本
節
で
見
た
よ
う
に
、
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
下
で
巧
み
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
と
し
た
ら
、
　
「
人
民
戦
線
」
的
組
織
の
存
続

を
支
え
る
も
の
は
も
は
や
米
ソ
協
調
体
制
の
存
続
と
C
I
O
の
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
国
内
に
お
け
る
米
ソ
協
調
体
制
の
崩
壊
翻
忠
誠
問

題
の
登
場
に
関
し
て
は
旧
稿
が
あ
る
の
で
、
次
節
で
は
C
I
O
の
動
向
を
検
討
し
て
み
る
。
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民
主
党
や
議
会
内
で
反
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
、
反
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
勢
力
の
拾
頭
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
た
四
五
年
は
じ
め
、

ウ
ォ
ー
レ
ス
は
四
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六
年
選
挙
を
重
視
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
岡
選
挙
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
改
革
提
案
の
運
命
と
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
将
来

を
決
す
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
組
織
化
を
進
め
連
帯
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
経
済
的
権
利
章
典
」
の
実
現
に
反
対
す
る
者
を
こ
の
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

挙
で
破
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。
こ
の
戦
い
を
担
う
「
リ
ベ
ラ
ル
肌
労
働
」
連
合
の
軸
と
な
る
の
は
、
や
は
り
C
1
0
を
措
い
て
他
に
な
か
っ

た
。
本
節
で
は
こ
の
選
挙
戦
を
通
し
て
C
I
O
の
役
割
と
性
格
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　
四
五
年
秋
か
ら
の
激
し
い
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
で
賃
金
引
上
げ
を
実
現
し
て
き
た
C
I
O
は
、
全
般
的
な
保
守
化
、
反
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
雰

囲
気
の
中
で
選
挙
活
動
に
入
っ
た
。
同
政
治
行
動
委
員
会
（
P
A
C
）
は
、
　
「
三
大
国
協
調
の
維
持
」
以
外
は
生
活
に
密
着
し
た
要
求
を
揚
げ
、

反
労
働
立
法
を
阻
止
す
る
た
め
に
再
び
リ
ベ
ラ
ル
な
議
会
の
選
出
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
一
一
月
の
選
挙
は
リ
ベ
ラ
ル
に
潰
滅
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
P
A
C
は
リ
ベ
ラ
ル
議
員
の
二
三
名
増
を
予
想
し
て
い
た
が
、
現

実
に
は
民
主
党
（
非
南
部
）
下
院
議
員
五
四
名
減
と
い
う
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
逆
に
共
和
党
は
上
院
（
三
分
の
一
改
選
）
で
三
八
か
ら
五

一
議
席
へ
、
下
院
で
は
一
九
〇
か
ら
二
四
五
議
席
へ
躍
進
し
、
　
一
六
年
ぶ
り
に
両
院
を
欄
し
た
の
で
あ
る
。
微
視
的
に
見
て
も
、
共
和
党
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ミ
シ
ガ
ン
な
ど
大
産
業
州
五
州
で
二
七
議
席
を
増
や
し
た
し
、
ま
た
両
党
の
親
労
働
組
合
候
補
が
保
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

的
反
労
働
候
補
に
敗
れ
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
だ
。
大
恐
慌
と
戦
争
と
い
う
非
常
事
態
を
く
ぐ
り
抜
け
た
後
の
最
初
の
選
挙
で
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル

ト
を
欠
い
た
民
主
党
は
不
信
任
を
宣
告
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
「
リ
ベ
ラ
ル
ー
労
働
」
連
合
に
も
大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。　

そ
も
そ
も
四
四
年
選
挙
で
ロ
…
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
を
当
選
さ
せ
民
主
党
を
勝
た
せ
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
は
、
本
来
非
常
事
態
の
下
で
、
二
次

的
利
害
を
抑
え
て
結
集
し
た
諸
利
益
集
団
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
戦
後
恐
慌
が
圓
避
さ
れ
、
逆
に
イ
ン

フ
レ
の
中
で
利
益
集
団
相
互
の
不
満
と
丸
亀
が
高
ま
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
求
心
力
が
低
下
す
る
の
は
当
然
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
逆
に
、

何
ら
か
の
新
た
な
結
合
促
進
剤
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
る
一
種
の
カ
タ
ル
シ
ス
が
求
め
ら
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　
共
和
党
の
選
挙
戦
術
は
、
そ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
極
め
て
巧
み
に
民
主
党
の
弱
点
を
衝
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
共
和
党
は
大
衆
の
不
満
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を
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
経
済
規
制
批
判
で
吸
い
上
げ
、
ま
た
政
府
や
リ
ベ
ラ
ル
と
く
に
C
I
O
膣
P
A
C
に
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
の
繋
り
と
い
う

非
難
を
浴
び
せ
て
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
の
離
散
を
促
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
一
方
C
1
0
は
「
人
民
戦
線
」
派
リ
ベ
ラ
ル
、
N
C
P
A
C
、
I
C
C
A
S
P
と
連
携
し
た
選
挙
戦
を
展
開
し
て
は
い
た
が
、
会
長
の
マ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

1
は
す
で
に
自
ら
の
統
一
鉄
鋼
労
働
組
合
で
反
共
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
四
六
年
中
間
選
挙
で
の
敗
北
は
こ
の
傾
向
を
一
層
促
進
し
、

C
1
0
の
年
次
大
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
一
切
の
介
入
拒
否
を
宣
量
冠
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
三
六
年
の
設
立
以
来
そ
の
戦
闘
性
を
謳
わ
れ
た
C
1
0
に
も
、
決
し
て
階
級
的
立
場
か
ら
の
政
治
的
発
言
は
な
か
っ
た
。
下
部
の
非
熟
練
労

働
者
が
極
め
て
戦
闘
的
で
あ
り
、
理
念
的
に
は
下
都
の
自
治
を
優
先
す
る
C
工
O
も
、
そ
の
急
速
な
上
か
ら
の
組
織
化
と
い
う
発
展
過
程
の
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

徴
か
ら
、
全
国
指
導
部
が
優
勢
で
あ
り
、
そ
の
指
導
者
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
内
の
利
益
集
団
と
し
て
の
発
難
解
強
化
と
階
級
協
調
を
め
ざ

し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
三
〇
年
代
末
に
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
の
確
立
と
と
も
に
成
立
し
た
国
家
の
形
態
を
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ー
ト
と
呼
ん
だ
の
は
一
九
四
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
組
織
化
さ
れ
た
利
益
集
団
根
互
の
バ
ラ
ン
ス
を
国
家
権
力
が
と
る
こ
と
に
よ
り
経
済
を

再
建
し
各
集
団
の
調
和
を
図
る
と
い
う
こ
の
シ
ス
テ
ム
も
、
真
に
国
家
の
中
立
が
保
た
れ
る
場
合
に
の
み
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
ス
テ
ー
ト
と
呼
び
う

る
の
で
あ
っ
て
、
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
職
業
別
の
組
織
が
作
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
中
で
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
っ
て

い
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
擬
制
的
な
多
元
的
均
衡
の
場
合
に
は
、
す
で
に
い
わ
ゆ
る
組
合
国
家
の
範
麟
に
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
ニ
ュ
ー
レ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ト
の
歴
史
家
た
ち
は
、
こ
の
意
味
で
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
体
制
を
コ
ー
ポ
レ
ト
・
ス
テ
ー
ト
、
コ
ー
ポ
レ
ト
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
呼
ぶ
。

　
C
I
O
の
場
合
、
た
と
え
ば
P
A
C
の
有
能
な
指
導
者
で
あ
り
、
世
界
労
働
組
合
連
盟
の
創
立
に
尽
力
す
る
ヒ
ル
マ
ン
に
し
て
も
、
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
〇
年
代
か
ら
積
極
的
に
こ
の
よ
う
な
階
級
協
調
国
家
の
道
を
模
索
し
て
い
た
。
四
一
年
以
来
会
長
の
座
に
あ
る
マ
レ
ー
に
し
て
も
同
然
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
マ
レ
ー
が
組
織
内
で
の
ア
メ
リ
カ
共
産
党
の
活
動
を
黙
認
し
て
き
た
の
も
、
カ
ン
タ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
共
産
党
指
導
者

た
ち
が
階
級
協
調
的
利
華
団
体
制
で
進
歩
が
保
障
さ
れ
る
と
見
て
い
た
と
す
る
な
ら
何
も
不
思
議
は
な
㎏
・

54　（712）
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さ
て
、
話
を
も
と
へ
戻
そ
う
。
大
衆
の
間
で
さ
え
前
述
の
よ
う
に
改
革
の
前
進
に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
、
逆
に
対
外
政
策
を
国
内
で
補
完
す

る
も
の
と
し
て
忠
誠
問
題
と
い
う
形
を
と
っ
た
反
共
政
治
が
登
場
す
る
中
で
、
C
1
0
は
選
挙
に
敗
れ
た
。
C
工
O
に
と
っ
て
、
す
で
に
確
立

さ
れ
た
利
益
集
団
と
し
て
の
地
位
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
も
は
や
「
人
民
戦
線
」
的
組
織
の
中
に
留
ま
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
C
1
0
の
動
向
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
リ
ベ
ラ
ル
全
体
に
そ
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。

　
ハ
ソ
ビ
ー
は
リ
ベ
ラ
ル
に
特
有
な
も
の
と
し
て
、
　
「
『
人
民
』
は
合
理
的
な
議
論
に
耳
を
傾
け
る
し
、
ま
た
彼
ら
の
代
表
に
も
そ
う
さ
せ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
い
う
信
念
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
選
挙
結
果
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
に
大
き
な
幻
滅
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
①
　
勺
㊤
巳
U
黄
α
Q
ぎ
。
。
噛
§
馬
這
ミ
塁
馬
丁
§
甲
ト
ミ
§
“
ぎ
ぎ
§
§
導
9
嚇
§
い
蓮
　
　
　
　
　
抵
§
ミ
智
§
9
§
蕊
（
一
Φ
謡
y
℃
噸
隠
。
。
。

　
　
（
お
蕊
y
唱
。
H
ω
。
。
φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
さ
ミ
養
、
題
画
U
⑦
8
ヨ
び
霞
H
①
し
逡
ρ
唱
』
㎝
・

②
こ
の
時
期
す
で
に
リ
ベ
ラ
ル
は
即
ち
ケ
イ
ソ
ジ
ア
ン
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
錯
四
目
げ
巨
峯
●
賦
卦
や
①
ρ

③
ρ
爵
9
巴
ぎ
羅
。
団
α
ρ
○
錠
魯
g
．
、
目
δ
客
。
譲
σ
⑦
巴
”
客
¢
≦
津
8
－

　
江
。
易
2
乙
跨
Φ
O
o
置
≦
碧
婚
、
、
O
向
く
置
頃
。
δ
箋
誇
N
巴
こ
O
o
愚
。
ミ
識
§
恥

　
§
ミ
臨
ぎ
G
o
ミ
罫
喚
（
お
8
y
や
H
卜
。
①
■

④
　
国
9
♪
ヨ
σ
ざ
。
》
ミ
‘
や
ト
。
b
。
「

⑤
　
同
法
に
よ
っ
て
大
統
領
の
下
に
経
済
問
題
諮
問
委
員
会
が
設
計
さ
れ
、
そ
の
勧

　
欝
に
基
づ
い
て
大
統
領
が
年
二
回
、
議
会
に
経
済
報
告
を
行
な
う
こ
と
が
義
務
づ

　
け
ら
れ
た
。

⑥
菰
淵
正
晃
『
戦
後
ア
メ
リ
カ
景
気
循
環
史
研
究
』
（
一
九
六
九
）
、
一
四
七
－
八

　
頁
。

⑦
　
同
書
、
　
一
五
六
f
貝
。

⑧
§
恥
§
審
層
U
①
8
ヨ
げ
霞
。
。
ρ
8
逡
ρ
や
9

⑨
肉
q
§
§
§
肉
醤
ミ
馬
＆
導
恥
㌧
死
石
ミ
§
勝
§
“
ぎ
O
§
恥
§
舞
黒
目
ρ
蔓
。
。
噛

　
お
ミ
噛
℃
■
b
Ω
・

⑩
切
。
冨
O
。
魯
罠
p
卜
S
ミ
§
翫
9
ミ
噛
嵩
§
馬
§
％
§
馬
9
重
目
w
き
ミ
寒
冒
ミ

⑫
O
p
巳
器
ジ
愚
』
罫
や
嶺
ω
．

⑬
即
国
巴
。
号
β
。
巳
U
や
ご
σ
q
σ
q
一
〇
”
．
．
国
記
蔓
｝
甫
¢
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℃
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℃
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国
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δ
三
誌
。
α
二
〇
特
．
ミ
‘
め
や
置
G
。
占
謡
■
イ
ー
キ
ン
ズ
に
よ

　
れ
ば
、
四
五
年
に
は
政
策
立
案
者
や
リ
ベ
ラ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
間
で
国
内
繁

　
栄
の
た
め
の
海
外
市
場
に
関
す
る
合
意
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
は
ま
た

　
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
諸
政
策
を
支
持
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
資
本
主
義
琶
会
の
安

　
定
と
い
う
階
級
的
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

⑯
国
p
ヨ
冨
璽
。
賢
9
，
譜
や
ω
㊤
隔

⑰
国
賃
げ
Φ
詳
ω
．
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ヨ
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§
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ミ
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ミ
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恥
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き
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①
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や
や
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℃
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葭
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翁
ミ
§
§
ミ
句
8
貯
ミ
（
お
圃
①
）
．
や
①
㎝
■

⑱
　
イ
ー
キ
ソ
ズ
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
支
持
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
と
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ヨ
ぼ
り
ナ
ス
ト
ロ
ぴ
ロ
オ
ペ
レ
イ
ツ
ロ
ソ

　
「
改
革
と
は
政
府
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
農
民
、
労
働
、
困
者
間
の
組
合
圏
家
主
義
的
協
力

　
体
制
を
意
味
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
国
葵
営
ρ
魯
・
ミ
・
り
℃
や
置
も
。
1
置
恥
・
日
末

　
で
は
高
橋
章
氏
の
明
快
な
紹
介
が
あ
る
（
「
ア
メ
リ
カ
『
ニ
ュ
…
レ
フ
ト
史
学
』
」
、

　
『
歴
史
評
論
』
三
四
一
号
所
収
）
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皿
A
D
A
の
成
立

1

　
国
内
に
は
以
上
の
よ
う
な
再
転
換
期
の
状
況
が
あ
っ
た
。
1
章
で
見
た
よ
う
な
対
立
を
孕
ん
だ
り
ベ
ラ
ル
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
だ
ろ

う
か
。

　
四
六
年
に
は
い
っ
て
数
次
の
外
相
会
議
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」
演
説
な
ど
を
通
し
て
米
ソ
緊
張
が
高
ま
り
、
更
に
忠
誠
問
題

が
登
場
す
る
。
　
二
ー
バ
ー
は
こ
の
頃
か
ら
§
§
同
局
爵
M
ぎ
恥
§
な
ど
の
雑
誌
に
し
ば
し
ば
登
場
し
時
代
へ
の
発
言
を
繰
り
返
す
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
の
彼
の
発
言
の
意
味
は
極
め
て
大
き
い
。
ニ
ー
バ
…
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
い
う
シ
ュ
レ
ジ
ソ
ガ
ー
は
「
公
式
自
由

主
義
は
な
が
い
間
完
成
性
を
具
え
た
人
間
像
…
…
に
不
可
分
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ソ
ヴ
ェ
ト
の
経
験
は
…
…
著
者
の
世
代
に
人
間
は

実
に
不
完
全
で
あ
り
権
力
の
濫
用
は
こ
の
世
界
に
大
き
な
悪
を
横
行
さ
せ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
力
強
く
訓
え
た
。
わ
れ
わ
れ
は
経
験
の
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

分
野
を
発
見
し
た
－
不
安
・
罪
悪
・
堕
落
の
分
野
を
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
歴
史
的
再
教
育
」
に
よ
る
「
立
干
」
を
拡
大
再
生
産
す

る
こ
と
目
愚
鈍
な
「
光
の
子
」
ウ
ォ
ー
レ
ス
ら
に
警
告
す
る
こ
と
が
彼
を
は
じ
め
U
D
A
リ
ベ
ラ
ル
の
使
命
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
例
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②

え
ば
、
四
六
年
五
月
の
ニ
ュ
…
リ
バ
ブ
リ
ヅ
ク
誌
に
掲
載
さ
れ
、
リ
ベ
ラ
ル
の
間
に
論
争
を
ま
き
起
す
こ
と
に
な
っ
た
ロ
ー
ブ
の
書
簡
が
示
し

て
い
る
。

　
彼
は
使
命
感
簸
れ
る
調
子
で
次
の
よ
う
に
リ
ベ
ラ
ル
に
問
い
か
け
た
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
国
際
関
係
に
お
け
る
重
大
な
緊
張
は
、
平
和
を

愛
す
る
ソ
連
の
破
壊
を
め
ざ
す
帝
国
主
義
的
戦
争
楽
堂
西
側
民
主
主
義
諸
国
に
の
み
起
因
す
る
の
か
。
ま
た
、
革
新
的
運
動
の
目
的
は
経
済
的

　
　
も
　
　
ぬ
　
　
リ
　
　
カ

安
寧
唯
ひ
と
つ
な
の
か
、
そ
れ
と
も
人
間
の
自
由
も
ま
た
称
え
ら
れ
る
べ
き
目
的
の
ひ
と
つ
な
の
か
。
さ
ら
に
、
上
記
の
問
い
に
諸
鷺
と
異
な

る
答
え
を
だ
し
た
人
々
と
同
じ
政
治
組
織
の
中
で
活
動
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
い
か
け
は
、
　
門
流
転
換
」
期
の
聖
書
変
動

に
呼
応
し
、
リ
ベ
ラ
ル
の
再
編
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
U
D
A
の
情
熱
に
も
拘
ら
ず
、
米
英
ソ
協
調
に
対
す
る
リ
ベ
ラ
ル
の
期
待
は
依
然
強
く
、
同
年
九
月
、
ウ
ォ
…
レ
ス
が
商
務
長
官
を

解
任
さ
れ
た
直
後
に
シ
カ
ゴ
で
催
さ
れ
た
「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ヴ
会
議
」
は
著
名
な
リ
ベ
ラ
ル
を
ほ
と
ん
ど
結
集
さ
せ
、
米
ソ
協
調
推
進
、
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

的
権
利
章
典
に
関
わ
る
諸
立
法
推
進
を
訴
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
択
し
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
べ
て
大
戦
中
の
リ
ベ
ラ
ル

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
繰
返
し
で
具
体
的
行
動
提
起
を
伴
わ
ず
、
し
か
も
、
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
問
題
”
忠
誠
問
題
に
は
沈

黙
を
守
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
「
再
転
換
」
期
の
緊
張
の
中
で
リ
ベ
ラ
ル
が
事
実
上
解
体
寸
前
の
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

事
実
、
四
六
年
初
め
に
各
々
五
万
、
一
万
八
千
の
会
員
を
擁
し
て
い
た
N
C
P
A
C
、
I
C
C
A
S
P
か
ら
も
有
力
会
員
が
離
れ
た
。

　
四
六
年
選
挙
で
は
、
す
で
に
見
た
通
り
、
リ
ベ
ラ
ル
と
民
主
党
が
惨
敗
し
た
。
リ
ベ
ラ
ル
は
一
般
に
、
そ
の
敗
因
を
ト
ル
ー
マ
ン
の
保
守
性

に
求
め
た
。
戦
後
の
新
体
翻
づ
く
り
が
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
下
で
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
再

生
を
め
ざ
す
リ
ベ
ラ
ル
に
残
さ
れ
た
選
択
肢
は
限
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ト
ル
ー
マ
ン
の
民
主
党
を
離
れ
て
（
つ
ま
り
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

連
合
を
離
脱
し
て
）
第
三
党
の
方
向
で
改
革
を
追
求
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
リ
ベ
ラ
ル
ー
労
働
連
合
の
も
っ
と
も
攻
撃
を
受
け
や
す
い
部
分
を

切
り
落
と
し
て
（
つ
ま
り
「
人
民
戦
線
」
的
連
携
を
解
体
し
、
反
共
政
治
の
枠
に
入
っ
て
）
民
主
党
を
改
造
す
る
か
、
具
体
的
に
は
こ
の
二
つ

の
路
線
の
可
能
性
を
導
き
出
せ
る
だ
ろ
う
。
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前
者
を
選
ん
だ
の
は
、
上
述
の
シ
カ
ゴ
会
議
後
協
力
関
係
を
深
め
て
い
た
N
C
P
A
C
と
I
C
C
A
S
P
で
あ
る
。
中
産
階
級
知
識
人
を
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

体
と
す
る
両
組
織
は
四
六
年
＝
一
月
末
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
会
し
て
新
た
に
ア
メ
リ
カ
進
歩
的
市
罠
協
会
（
P
C
A
）
を
結
成
す
る
に
い
た
っ
た

（
創
立
時
会
員
数
三
六
〇
〇
〇
、
一
年
後
五
〇
〇
〇
〇
）
。
事
実
上
の
指
導
老
は
紛
れ
も
な
く
ウ
ォ
…
レ
ス
で
あ
る
。
彼
は
席
上
、
生
半
可
な
リ

ベ
ラ
ル
よ
り
は
徹
底
し
た
反
動
派
を
選
ぶ
と
ま
で
言
っ
て
ト
ル
ー
マ
ン
を
批
判
し
、
リ
ベ
ラ
ル
に
対
し
て
は
小
異
を
捨
て
て
大
同
（
進
歩
的
信

念
）
に
つ
く
よ
う
訴
え
た
。
「
進
歩
的
資
本
主
義
」
に
よ
る
豊
か
さ
と
平
等
の
実
現
に
よ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
信
念
を
抱
く
ウ
ォ
ー
レ
ス
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
か
ら
の
支
持
も
拒
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
P
C

A
の
リ
ベ
ラ
ル
は
政
治
行
動
綱
領
の
中
で
、
民
主
党
が
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
改
革
案
を
放
棄
し
た
と
断
じ
、
南
部
保
守
派
や
マ
シ
ー
ン
の
ボ
ス

に
支
配
さ
れ
た
党
か
ら
の
離
脱
を
め
ざ
す
方
向
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
理
念
に
導
か
れ
て
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
利
益
集
団

政
治
の
枠
を
越
え
よ
う
と
し
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
だ
が
反
共
政
治
の
登
場
で
彼
ら
の
基
盤
が
す
で
に
崩
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
す
で
に
事
実
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ス
・
ル
ー
ツ
⑦

あ
っ
た
。
工
C
C
A
S
P
会
長
の
座
を
退
い
て
い
た
イ
ッ
キ
ー
ズ
は
、
大
衆
的
基
盤
が
欠
け
て
い
る
と
し
て
P
C
A
の
失
敗
を
予
見
し
て
い
た
。
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2

　
後
者
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
U
D
A
で
あ
る
が
、
本
節
で
は
そ
の
新
組
織
A
D
A
の
路
線
と
そ
の
意
味
を
検
討
す
る
。

　
リ
ベ
ラ
ル
の
惨
敗
と
C
1
0
の
方
向
転
換
と
い
う
決
定
的
な
情
勢
変
化
を
う
け
、
U
D
A
は
四
六
年
一
一
月
、
二
ー
バ
…
の
名
で
「
い
ま
緊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

急
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
、
将
来
の
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ヴ
の
道
を
描
き
な
お
す
た
め
の
集
会
」
を
提
案
し
た
。
し
か
も
書
記
長
導
ー

ブ
は
ロ
；
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
未
亡
人
の
仲
介
で
、
C
I
O
の
マ
レ
ー
に
十
分
な
根
回
し
を
済
ま
せ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
P
C
A
結
成
の
わ
ず
か
六

日
後
の
四
七
年
一
月
三
日
、
ニ
ー
バ
ー
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
一
五
〇
名
の
り
ベ
ラ
ル
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
会
し
て
A
D
A
を
設
立
し
た
の
で
あ

⑨る
（
四
七
年
末
に
会
員
…
数
二
五
〇
〇
〇
）
。

　
参
集
し
た
著
名
人
に
は
ニ
ー
バ
ー
の
他
、
ロ
…
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
未
亡
人
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
ニ
世
、
さ
ら
に
ガ
ル
ブ
レ
イ
ズ
、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
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ボ
ウ
ル
ズ
、
レ
オ
ン
・
ヘ
ン
ダ
ソ
ン
と
い
っ
た
元
物
価
統
欄
局
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
を
中
心
と
す
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
官
僚
、
ま
た
シ
ェ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ジ
ソ
ガ
ー
二
世
、
ヒ
ュ
ー
バ
！
ト
・
ハ
ン
ブ
リ
…
、
統
一
自
動
車
労
組
の
ル
ー
サ
…
な
ど
が
い
た
。

　
こ
の
設
立
大
会
で
の
議
論
と
採
択
さ
れ
た
綱
領
に
よ
っ
て
A
D
A
の
基
本
的
性
格
を
み
て
み
よ
う
。
経
済
問
題
や
社
会
福
祉
に
関
す
る
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
　
ス
ソ
ト

で
は
P
C
A
の
も
の
と
判
別
が
困
難
な
ほ
ど
で
あ
り
、
見
苦
し
く
な
い
水
準
の
生
活
を
保
障
す
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
諸
計
画
の
拡
大
が
訴
え
ら

れ
て
い
る
。
　
一
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
問
題
に
関
し
て
は
、
　
「
フ
ァ
シ
ス
ト
や
そ
の
同
調
者
と
の
交
り
を
拒
絶
す
る
の
と
同
じ
程
完
全
に
合
衆

国
の
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
な
い
し
そ
の
同
調
者
と
の
交
り
を
拒
絶
す
る
」
と
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
ソ
連
と
の
対
決
姿
勢
が
目
立
つ
。

「
合
衆
国
の
利
害
は
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
自
由
人
の
利
害
で
あ
る
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
全
世
界
の
民
主
的
で
自
由
を
愛
す
る
諸
国
民
の
政
治
的
・

経
済
的
援
助
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
項
は
、
彼
ら
が
度
々
口
に
し
た
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
更
に
奥
に
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
、
リ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ラ
リ
ズ
ム
へ
の
絶
対
的
信
頼
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
あ
と
P
C
A
と
A
D
A
の
間
で
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
…
ル
お
よ
び
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
継
承
の
正
当
性
争
い
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
際

愚
老
が
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
戦
術
は
結
局
コ
、
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
の
繋
り
、
ソ
連
と
の
関
係
と
い
う
問
題
し
か
な
か
っ
た
。
リ
ベ
ラ
ル
両
組
織
の

主
張
や
綱
領
を
比
較
す
る
と
き
、
た
し
か
に
我
々
は
フ
リ
ー
ダ
・
カ
ー
チ
ゥ
エ
イ
の
、
　
「
リ
ベ
ラ
ル
・
グ
ル
ー
プ
を
分
断
し
て
い
る
唯
一
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

題
は
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
」
と
い
う
論
評
に
同
意
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
亘
章
の
検
討
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
　
「
再
転
換
」
期
の
混

乱
の
中
か
ら
、
急
進
的
改
革
に
終
止
符
を
打
ち
、
　
「
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
ス
テ
ー
ト
」
幻
想
を
維
持
す
る
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
集
団
が
待
望
さ
れ

て
い
た
状
況
を
指
摘
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
ニ
ー
パ
ー
の
強
力
な
思
想
的
影
響
下
に
あ
っ
た
U
D
A
の
リ
ベ
ラ
ル
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
復

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

活
・
拡
大
の
意
図
を
も
ち
つ
つ
も
、
他
面
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
否
定
の
立
場
か
ら
現
状
を
肯
定
・
受
容
し
、
こ
の
要
請
に
こ
た
え
る
条
件
を
備
え
て

い
た
と
も
い
え
よ
う
。

　
四
八
年
の
大
統
領
選
挙
を
前
に
し
て
、
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー
二
世
、
ボ
ウ
ル
ズ
ら
A
D
A
の
会
員
は
、
シ
ー
モ
ア
・
ハ
リ
ス
、
ア
ル
ヴ
ィ
ソ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ハ
ソ
セ
ソ
な
ど
当
代
一
流
の
経
済
学
者
と
共
に
『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
救
済
』
と
題
し
た
書
物
を
公
刊
し
た
。
シ
ェ
レ
ジ
ン
ガ
ー
は
ニ
ュ
ー
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⑭

デ
ィ
ー
ル
の
広
汎
な
成
果
を
讃
え
、
　
「
戦
い
の
信
念
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
が
再
生
」
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
リ
ス
に
よ
れ
ば
、

合
衆
国
の
経
済
は
も
は
や
労
働
老
、
農
民
、
小
企
業
な
ど
が
競
争
的
に
機
能
す
る
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
各
々
の
分
野
の
独
占
的
グ
ル
ー
プ
が
巨

大
な
集
団
に
組
織
さ
れ
、
全
国
の
生
産
高
の
中
の
最
大
限
の
シ
ェ
ア
を
求
め
て
競
い
あ
っ
て
い
る
タ
イ
プ
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
政
府

の
突
際
的
政
策
は
そ
れ
ら
の
存
在
を
認
め
、
賃
金
、
物
価
、
生
産
高
に
関
す
る
公
正
で
機
能
し
う
る
協
定
を
結
ば
せ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

な
る
。
ハ
リ
ス
は
そ
の
際
ケ
イ
ン
ズ
理
論
と
い
う
薬
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
我
々
は
「
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ー
ト
」
の
現
状
の
是
認
と
、
ガ
ル
プ
レ
イ
ズ
の
「
拮
抗
力
」
テ
ー
ゼ
の
原
型
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
か
つ
て
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
優
れ
た
研
究
者
で
あ
る
デ
ィ
ギ
ン
ズ
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
社
会
に
幻
滅
し
た
一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
・
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ベ
ラ
ル
が
経
験
し
た
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
の
「
浮
気
」
を
見
事
に
描
い
て
見
せ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
で
も
な
く
、
個
人

主
義
で
も
な
い
第
三
の
道
に
よ
る
社
会
再
建
を
模
索
す
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
り
ー
、
ヘ
ラ
ル
は
、
権
威
主
義
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
を
社
会
諸

勢
力
の
均
衡
を
図
る
現
実
的
で
機
能
的
な
体
制
と
賛
美
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
　
「
ア
メ
リ
カ
の
リ
ベ
ラ
ル
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

っ
て
三
〇
年
代
の
ソ
連
の
誘
惑
か
ら
救
わ
れ
た
」
と
す
る
シ
ュ
レ
ジ
ソ
ガ
ー
二
世
ら
は
、
万
能
薬
と
し
て
の
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
と
ニ
ー
パ
ー
の

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
拠
る
現
状
肯
定
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
彼
ら
が
み
た
社
会
調
和
を
維
持
せ
ん
と
し
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
P
C
A
と
A
D
A
の
成
立
に
よ
っ
て
リ
ベ
ラ
ル
が
直
ち
に
二
分
さ
れ
た
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
前
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
と

の
繋
り
も
、
後
者
の
「
赤
狩
り
」
的
情
熱
を
も
受
容
で
き
な
い
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
元
財
務
長
官
、
マ
ッ
ク
ス
・
ラ
ー
ナ
ー
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
μ
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
ら
の
著
名
な
リ
ベ
ラ
ル
も
い
た
。
さ
ら
に
四
七
年
二
月
、
C
王
0
は
組
織
の
分
裂
を
防
ぐ
た
め
、
幹
部
を
P
C
A
、
A
D
A
双
方

か
ら
引
き
揚
げ
て
い
る
。

　
だ
が
四
七
年
三
月
の
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
宣
言
、
同
六
月
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
発
表
は
リ
ベ
ラ
ル
の
分
裂
を
決
定
づ
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
前
者
は
国
家
レ
ベ
ル
で
共
産
主
義
と
の
共
存
を
拒
否
し
た
も
の
だ
し
、
後
者
は
「
世
界
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
を
巧
み
に

吸
い
上
げ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
対
し
、
A
D
A
は
内
部
で
の
激
論
の
末
、
支
持
を
決
め
た
が
、
P
C
A
は
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反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
か
な
り
の
支
持
を
え
た
。
ソ
連
と
の
平
和
共
存
を
願
う
世
論
が
残
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
P
C

A
も
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
は
有
効
な
反
響
を
示
し
え
な
か
っ
た
。
マ
…
コ
ウ
ィ
ッ
ツ
の
い
う
「
資
本
主
義
的
手
段
に
よ
る
人
道
的
改
革
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
う
『
ソ
シ
ア
ル
・
リ
ベ
ラ
ル
』
の
矛
盾
」
が
こ
こ
に
こ
そ
表
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

①
ω
。
霞
。
ω
ぎ
σ
q
g
冒
．
帽
愚
．
職
馬
こ
娼
や
×
×
〒
呂
×
三
．

②
冒
ヨ
。
。
。
U
8
ダ
腎
こ
8
夢
①
さ
ミ
蕾
腎
も
ミ
♪
ぎ
笥
愚
さ
§
．
〈
o
ド
下
膳

　
（
竃
騨
団
　
H
Q
Q
層
　
垣
り
蒔
①
）
や
＄
ρ

③
巽
巴
8
野
暮
．
ミ
‘
℃
唱
塵
置
ψ
ム
b
。
H
9

④
　
切
8
。
ぎ
愚
9
職
計
や
愈
■
I
C
C
A
S
P
の
会
長
で
あ
っ
た
元
内
務
長
官
イ

　
ッ
キ
ー
ズ
は
、
　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
支
配
」
を
理
由
に
、
四
六
年
一
〇
月
、
脱
会

　
し
た
。

⑥
設
立
大
会
に
関
し
て
は
、
竃
霧
O
o
夷
即
押
。
》
9
．
野
憎
娼
・
目
ミ
占
卜
。
ご
≦
巴
8
ロ
・

　
O
》
職
野
娼
や
鎚
H
ム
ω
蒔
な
ど
を
参
照
。

⑥
彼
の
こ
の
儒
念
は
随
所
に
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
国
⑦
昌
蔓
〉
ン
く
巴
冨
8
ぎ

　
U
μ
男
片
餌
⇒
犀
8
げ
O
南
口
ρ
O
O
ρ
一
。
鳶
魑
一
Φ
膳
Φ
“
♂
＜
巴
営
O
⑦
叶
O
O
二
σ
O
属
国
勲
q
剛
ω
O
P

　
O
o
壁
昌
層
H
罐
α
．
国
。
ロ
脱
鴇
》
■
薫
9
一
昼
8
℃
9
℃
o
嶺
噛
閃
①
包
①
Q
。
．

⑦
冒
帥
。
U
o
謁
p
声
。
賢
ミ
‘
℃
唱
■
這
O
占
b
。
ド

⑧
　
二
…
バ
…
は
、
帝
國
主
義
的
フ
ァ
シ
ス
ト
的
反
動
で
も
な
く
、
共
産
主
義
的
全

　
体
主
義
で
も
な
い
第
三
の
道
を
め
ざ
レ
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
積
極
的
な
ダ
イ
ナ
ミ

　
ッ
ク
な
力
、
自
由
人
の
信
念
に
改
造
し
よ
う
と
提
案
し
て
い
る
。
寓
碧
H
6
三
葺

　
§
恥
肉
画
題
§
ミ
憶
ミ
N
魚
蝋
ぎ
詮
。
特
智
．
防
○
§
ミ
遷
”
℃
や
b
o
δ
凸
嵩
9

⑨
犀
o
o
ぎ
愚
．
ミ
ニ
唱
℃
．
曾
1
㎝
卜
。
…
鼠
餌
。
U
o
＝
σ
Q
豊
噂
息
．
ミ
■
．
℃
℃
し
鎗
－
這
。
。
’

む
す
び
に
か
え
て

⑩
　
そ
の
他
の
著
名
人
に
は
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
デ
ュ
ビ
ソ
ス
キ
ー
、
R
A
A
C
P
の

　
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
等
々
。

⑪
単
8
ぎ
愚
凸
ミ
讐
℃
．
舞

⑫
隼
巴
四
図
ぎ
プ
≦
塁
”
、
．
冨
品
宅
ロ
ヨ
℃
ω
貯
ぎ
鉱
。
算
．
、
さ
畿
§
層
O
い
メ
H
く

　
（
日
p
戸
H
Q
。
層
H
リ
ミ
y
喝
℃
●
露
1
①
b
o
。

⑬
o
。
農
導
。
霞
劉
頃
錠
白
露
‘
蜜
鯉
“
薦
』
§
馬
§
§
O
愚
ぎ
馬
噛
恥
§
（
ら
幽
。
。
Y

⑭
｝
軍
。
。
。
露
①
。
。
凶
品
Φ
ざ
冒
‘
、
．
暗
9
切
8
践
ぎ
8
ヨ
昆
ω
プ
ヨ
①
暮
。
隔
菩
。

　
客
。
護
U
o
巴
．
．
、
国
霞
ユ
。
。
o
O
こ
。
特
翫
卦
慰
や
ト
ニ
b
∂
I
o
。
P

⑮
　
o
っ
■
円
霞
震
誌
ω
．
．
、
跨
い
凶
σ
①
H
p
一
両
8
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旨
陣
。
℃
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σ
Q
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霞
曽
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ω
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α
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§
§
里
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ミ
驚
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い
G
愚
讐
ミ
爵
ミ
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⑯
冒
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践
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簿
O
a
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邑
江
μ
層
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ミ
§
G
愚
馬
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起
（
お
認
Y

⑰
冒
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℃
ρ
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U
お
σ
p
ヨ
ω
帽
．
、
コ
聾
鋒
δ
コ
鼠
跨
雰
ω
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す
ヨ
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諺
ヨ
9
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雪

　
℃
舜
σ
q
旨
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諜
O
い
ヨ
2
巴
ω
9
ロ
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ω
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。
o
出
三
．
ω
囲
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ざ
、
．
嵐
§
ミ
讐
§
甲
韓
無
O
識
h
ミ

　
謁
馬
ミ
§
（
｝
㊤
口
；
δ
①
①
y
℃
や
膳
Q
。
刈
ふ
8
。

⑱
o
。
。
三
〇
ω
ぎ
σ
q
g
冒
噂
§
馬
ミ
ミ
N
G
§
妹
聖
や
×
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⑲
頃
餌
ヨ
ξ
”
愚
■
ミ
」
剛
」
①
①
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⑳
窯
母
ぎ
鼠
貫
§
馬
ミ
怨
§
恥
象
鳶
曼
§
ミ
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篭
馬
．
肋
9
ミ
黛
§
℃
』
O
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以
上
の
考
察
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
次
の
よ
う
な
結
論
を
導
く
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
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四
六
年
選
挙
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
の
敗
北
後
急
速
に
進
ん
だ
り
ベ
ラ
ル
証
労
働
連
合
の
再
編
成
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の

成
果
の
維
持
、
拡
大
に
主
限
が
あ
っ
た
が
、
新
た
に
生
ま
れ
た
二
つ
の
組
織
の
間
の
争
点
は
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
の
繋
り
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
り
ベ
ラ
ル
自
身
の
意
識
・
意
図
と
は
別
に
、
彼
ら
が
め
ざ
し
た
海
外
市
場
の
拡
大
や
労
働
者
の
購
買
力
持
維
に
よ
る
不
況
回
避
と

い
っ
た
プ
ラ
ン
は
、
ビ
ヅ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
や
政
府
の
手
で
一
定
程
度
実
現
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
、
急
進
的
改
革
を
阻
止
し
、
「
ブ
ロ
ー
カ
ー
．
ス

テ
ー
ト
」
を
維
持
す
る
た
め
の
理
論
と
運
動
が
待
た
れ
て
い
た
状
況
が
あ
っ
た
。
二
一
バ
ー
の
思
想
的
影
響
下
に
あ
っ
た
U
D
A
の
リ
ベ
ラ
ル

は
ニ
ュ
…
デ
ィ
ー
ル
再
生
の
意
図
を
も
ち
つ
つ
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
否
定
の
立
場
か
ら
、
こ
の
状
況
に
鳴
和
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
の
遺
産
を
守
る
唯
一
の
道
が
こ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
道
は
、
政
府
、
資
本
、
労
働
三
老
の
擬
制
的
勢
力
均
衡
に
基
づ
き
、
「
左
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ア
ィ
タ
ル
●
セ
ン
タ
ー
①

の
全
体
主
義
」
を
排
し
た
「
中
　
道
」
の
成
立
す
な
わ
ち
シ
ュ
レ
ジ
ソ
ガ
ー
の
い
う
「
ア
メ
リ
カ
急
進
主
義
の
復
活
」
へ
と
続
く
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
時
代
の
反
動
化
に
抗
っ
た
ウ
ォ
ー
レ
ス
ら
「
人
道
的
改
革
派
」
に
は
、
彼
ら
自
身
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
内
在
す
る
矛
盾
が
あ
っ
た
。
彼
ら

は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
利
益
集
団
政
治
の
産
物
で
あ
る
「
リ
ベ
ラ
ル
肛
労
働
連
合
」
に
依
拠
し
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
体
制
の
中
で
社
会
改
革
の
実

現
を
図
っ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
体
言
の
枠
を
越
え
よ
う
と
し
た
と
き
、
彼
ら
の
最
大
の
支
持
基
盤
と
な
る
べ
き
は
ず
の
労
働
運
動
ロ
C
I
O

の
支
持
を
失
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
　
門
再
転
換
偏
期
の
政
治
変
動
を
象
徴
し
た
四
六
年
選
挙
は
ま
た
、
新
し
い
、
冷
戦
時
代
を

担
う
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
出
発
点
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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近
代
人
は
自
ら
の
徳
を
信
じ
て
い
る
そ
れ
故
共
産
主
義
に
よ
る
財
産
制
度
の
廃
止
は
、
歴
史
上
最
も
広
大
な
権
力
の
集
中
の
一
つ
が
け
が
れ
な
き
も
の
で

あ
る
と
い
う
途
方
も
な
い
主
張
に
導
く
。
こ
の
け
が
れ
な
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
か
ら
悪
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
全
く
皮
肉
で
あ
る
。
し
か
し
更
に
皮
肉

な
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
自
由
世
界
が
共
産
主
義
の
危
険
を
の
ぞ
く
た
め
に
罪
で
も
っ
て
自
ら
を
被
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
世
に
最
も

皮
肉
な
こ
と
は
、
自
由
世
界
の
盟
邦
の
う
ち
で
最
も
強
力
な
圏
家
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
自
由
主
義
文
化
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
て
の
あ
ら
ゆ
る
幻
想
が
、
ア
メ
リ
カ
の
力
が
異
常
な
ま
で
に
増
大
し
て
い
る
間
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
特
に
強
調
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。



第二次大戦直後のアメリカリベラル（島田）

　
ニ
ー
バ
ー
は
こ
の
よ
う
に
「
ア
メ
リ
カ
史
の
皮
肉
」
を
自
覚
し
な
が
ら
も
、
大
恐
慌
を
克
服
し
た
ア
メ
リ
カ
と
、
社
会
主
義
を
放
棄
し
た
自

己
と
を
神
学
の
言
葉
で
弁
護
し
、
冷
戦
の
進
行
と
と
も
に
冷
戦
外
交
に
よ
り
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
っ
た
。

　
一
方
A
D
A
は
民
主
党
左
派
の
地
位
を
獲
得
し
、
五
〇
年
代
の
共
和
党
時
代
に
は
、
自
ら
も
そ
の
興
隆
の
一
端
を
担
っ
た
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム

の
下
に
流
浪
の
身
を
味
わ
っ
た
も
の
の
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
登
場
と
と
も
に
一
挙
に
脚
光
を
浴
び
、
い
わ
ゆ
る
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ

ン
ト
へ
の
道
を
登
り
つ
め
る
。
し
か
し
、
巨
大
政
府
、
資
本
、
労
働
の
三
勢
力
拮
抗
の
中
で
合
衆
国
の
社
会
問
題
、
富
の
再
分
配
の
問
題
は
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

本
的
に
解
決
し
た
と
す
る
立
場
に
ま
で
進
ん
だ
彼
ら
に
は
、
そ
れ
以
外
の
集
団
は
視
野
に
入
ら
な
か
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
三
勢
力
の
競
争
で
は

な
く
協
調
か
ら
生
ま
れ
る
ひ
ず
み
も
見
え
な
か
っ
た
。
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ω
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訳
、
オ
ー
チ
ス
・
ケ
ー
リ
訳
『
ア
メ
リ
カ
史
の
皮
肉
』
　
（
一
九
五
四
）
　
一
六
1
　
　
　
　
　
ぎ
O
鐸
蓉
。
℃
げ
霞
ピ
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。
昼
§
恥
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笥
亀
ミ
ミ
ミ
恥
ミ
§
」
遣
N
ミ
龍
3
鉛
斡
－

　
　
一
七
頁
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遣
亀
（
δ
9
y
や
G
。
一
P

　
③
　
シ
ュ
レ
ジ
ソ
ガ
…
は
一
九
五
六
年
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
現
代
リ
ベ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
根
大
学
法
文
学
部
専
任
講
師
松
江
市
東

　
　
ラ
リ
ズ
ム
の
主
た
る
課
題
は
富
の
再
分
配
で
は
な
く
、
國
民
生
活
の
質
の
改
善
で
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uments　which　end　with　the　phrase　“Onbugyo－sorotokoronari”．　These

documents　are　the　Migyδsho御教書as　far　as　their　form　is　concerned

aRd　are　classified　as　the　MigyOsho　in　the　publisked　historical　materials．

　　But　in　practice　they　functioned　as　the　Tngen　or　the　Rinji　rather　than

as　the　Migybsho．　Origina11y　the　ln2en，　as　a　rule，　was　sent　by　lnshi

院司by　order　ofノ∂葡上皇and　the　R6嬢by血7δ40蔵人　by　order　of

Tennδ天皇，　but　on　the　other　hand　the動9θ％and　the　R勿♂in　the　form

of　the　“Ovebugyo－sorotokoronari”，　after　hav1ng　been　sent　by　lnshi　or

Kuro－do，　were　further　seRt　to　the　receiver　by　their　subordinate，　Chbmu－

shutendai庁務主典代Qr　Kurδdo40koro－suino蔵人所出納．　Orlginally　the

Inxen　and　the　Rinji　were　sent　only　to　oMcials．　Therefore，　to　tke

nonoMceholding　the　lnzen　and　the　Rinji　were　sent　1n　the　form　of

the’　“　Onbuugyo－sorotofeoronari　”．

　　These　documents　have　not　been　dealt　with　by　palaeography．　This

art1cle　examines　the　actual　condition　of　such　ln2en　aBd　Rinji　as　have

a　different　form　from　normal　ones．

The　Founding　of　the　Americans　for　Democratic　Action

by

Masugi　Shimada

Post－World　War　II　American　Iiberal　movements　have　been　actively

and　closely　studied　in　recent　years．　Many　of　these　studies，　however，

are　devoted　either　to　re－evaluate　Henry　Wallace　and　his　advocacy　of

peac6ful　co．existence　or　to　criticize　so－called　Cold　War　1iberals　for

their　failure　of　radical　nerve．

　　The’author’s　inteRtion　here，　on　the　contrary，　is　to　examine　the　ba－

ckground　and　the　meaning　of　the　found短g　of　the　A，　mericans　for　De一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア
mocratic　Action　which　after　1947　was　to　replace．the　reform－m呈nded

liberals　and　become　the　center　of　the　liberal　movement，　aRd　by　so　doing

to　prese就aperspective　of　the　postwar　American　society．

　　The　article　discusses　the　characteristics　and　the　limits　of　the　liberal

postwar　programs　in　the　first　place．　The　bases　of　their　reform　pro－

gram　were　eroded　in　the　face　of　the　postwar　economic　boom　and　the

political　reaction．　Besides，1abor　movements　to　which　Iiberals　looked
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as　the　major　vehicle　of　their　reform　campaign　stuck　to　the　illusional

‘　Broker　State　’　struc．ture．　ln　this　circumstances　comes　up　a　Rew　liberal

group，　ADA，　two　rnain　features　of　the　organization　being　anti－utopia－

nism　of　theo！ogian　Reinhold　Niebuhr　and　Keynesian　economics．

　　This　reorga錘zation　of　liberals　corresponds　directly　to　and　mee亡s　the

necessity　of　the　adjusting　process　of　the　New　Deal　system　in　the　re－

conversion　period．
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